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午前９時００分開議

○議長（小寺 俊輔君） 皆さん、おはようございます。それでは、再開します。

ただいまの出席議員数は１０名であります。定足数に達していますので、第１１１回

神河町議会定例会の第２日目の会議を開きます。

栗原 哉副議長栗ら病栗栗療栗のた栗栗席栗栗栗出されておりますので、栗栗栗栗し

上げます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 失礼いたします。昨日、私栗栗案させていただきました第２号

議案、神河町自転車等の放置防止に関する条例制定の件で誤り栗ありましたので、訂正

をお願いするものでございます。

訂正箇所は、議案８ページの第２号議案栗、条例番号のところに神河町条例「第２

号」と記載しています栗、正しくは神河町条例「第」空欄にして「号」でございます。

同じく１１ページに、参考資料として同施行規則を添付しています栗、規則第１条栗、

令和５年神河町条例「第２号」は、正しくは令和５年神河町条例「第」空白で「号」で

ございます。おわびを栗し上げ、訂正をお願いいたします。

あわせて、議案の訂正ではございません栗、昨日の栗案説明で読み間違い栗ありまし

たので、訂正させていただきます。令和５年度神河町一般会計当初予算書１３ページの

説明栗に、説説説付税は３１説 ０００説と栗し上げました栗、正しくは３１説 ００ 

０万説であります。

同じく１３ページのところで、１３款使用料及び手数料の説明の際、対前年度比マイ

ナナ１２ナ、２１４万 ０００説と栗し上げました栗、正しくは対前年度比マイナナ１

⒉０ナ、 １４１万説であります。よろしくお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） ただいま町長栗ら発言の訂正と、第２号議案、神河町自転車等

の放置防止に関する条例制定の件について、お手元に配付の正誤表のとおり訂正の栗出

栗ありましたので、栗了承願います。

それでは、日程に入ります。

・ ・

日程第１ 第２１号議案から第３４号議案

○議長（小寺 俊輔君） 日程第１、第２１号議案栗ら第３４号議案、令和５年度各会計

予算を一括議題とします。

昨日の本会議第１日目で、町長の所信表明並びに第２１号議案、令和５年度神河町一

般会計予算の町長の栗案説明栗終わりました。

昨日に引き続き、第２１号議案の詳細説明を求栗ます。

黒田総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でございます。アクリル板
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栗ございますので、マナクのほうは外させていただきます。

それでは、第２１号議案、令和５年度神河町一般会計予算につきまして、詳細の栗説

明を栗し上げます。

まずは、予算書のほうの１０ページのほうをお願いをいたします。第２表、債務負担

行為でございます。１、粟賀小学校跡地整備事業（監理業務委託料）でございます。期

間は令和５年度栗ら令和６年度、間度間につきましては ３００万説。２、工事間負間

は、期間は令和５年度栗ら令和６年度、間度間８説説で、公園・図書コミュニティ施設

建設に係るものでございます。３、第３期子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料、

期間は令和５年度栗ら令和６年度、間度間は４５９万説でございます。４、神河町史編

纂事業でございます。期間は令和５年度栗ら令和７年度、間度間につきましては ６２

０万説で、町史の作成委託に係るものでございます。

続きまして、１１ページをお願いをいたします。１１ページは、第３表の地方債でご

ざいます。

１、１時財政対策債でございます。間度間 ０００万説で、地方財政計画の１び１を

踏ま踏まして、対前年度比 ０００万説の踏間で踏踏んでございます。

続いて、２、続続地続続続続発続特別事業でございます。間度間は ４８０万説で、

続続債のソフト事業分でございます。医師修学資金の貸与金、寄附講座等に係るもので

ございます。

３、学校施設跡地活用事業でございます。間度間４説 ４７０万説で、粟賀小学校の

跡地整備事業に係るものでございます。続続債のハード事業分でございます。

続いて、４、病院医療続続整備事業でございます。間度間 ０７０万説で、医療続続

の整備に係るものでございまして、続続債のハード事業分を発行し、病院会計に出資金

として支出をするものでございます。

５、広続基５林道開設事業でございます。間度間 ４４０万説で、５事業に５ります

千ケ峰・三国岳線の工事負担金に対するものでございます。公共事業債でございます。

続いて、６、道続整備事業でございます。間度間１説 ２００万説で、町道作続・続

田線ほ栗道続整備に係るものでございます。辺地債でございます。

７、橋７整備事業でございます。間度間 ９７０万説で、道続７ンテナンナ事業に係

るもので、続続債のハード事業分でございます。

８、８防施設整備事業は、間度間 ０９０万説で、８防８ン８自８車８入に係るもの

で、緊急防災・踏災事業債でございます。

最後、９、８防車両整備負担金事業でございます。間度間は８２０万説で、高規格救

助車等の８入に係る姫続市８防への負担金でございます。一般単独事業債でございます。

以上、以債の間度間の合計を８説 ５４０万説と定栗るものでございます。

続いて、歳入歳出予算事項別明細書をお願いをいたします。１５ページに５ります。

主５項目を栗心に栗説明を栗し上げたいというふうに思いますので、よろしくお願いを
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いたします。

１款町税、１項町民税、１目１人町民税は４説 ６３３万 ０００説で、１等１ ９  

１３万 ０００説、所１１４説 ３５６万 ０００説、１納分３６３万 ０００説、対   

前年度比７０９万 ０００説の踏間でございます。２目前人町民税でございます。 ３ 

７４万 ０００説で、１等１ ６４４万説、税１ ３６３万 ０００説、１納分１１万   

０００説、対前年度比は２１４万 ０００説の踏間でございます。 

２項２定資産税、１目２定資産税は１２説 ５６９万 ０００説で、うち大河２水２ 

発発所分は５説 ５９１万 ０００説で、対前年の比発をいたしますと、 ０５２万   

０００説の０間と５０てございます。対前年度比は ０４３万 ０００説の０間でござ 

います。

続いて、３項続自８車税、１目続続続続１は３２２万 ０００説、２目続別１は ４ 

３２万 ０００説、合わせまして ７５５万 ０００説、対前年度比は１６８万 ００   

０説の０間でございます。

続いて、４項町た続こ税は ３０１万 ０００説、対前年度比にしまして２３３万  

０００説の踏間でございます。

続きまして、１６ページ、２款地方譲与税栗ら１７ページの１０款地方特例説付金に

つきましては、４年度の決算踏踏み、地方財政計画及び５の説付踏踏みを勘案しまして、

予算計上をいたしてございます。５お、続型コロナウイルナ感染症対策地方税踏収補て

ん特別説付金は廃項と５ります。

続いて、１１款の地方説付税でございます。３６説 ０００万説で、うち説説説付税

は３１説 ０００万説、特別説付税は５説説でございます。説説説付税につきましては、

公債間の算入、それ栗ら、光熱間等の価格高騰対策による説常経間の算定の０間により

まして、０間というふうに５０てございます。対前年度比は２説 ０００万説の０間で

ございます。

続いて、１８ページでございます。１３款分担金及び負担金、２項負担金、１目民生

間負担金は、保育所費費間負担金、寺前と神崎合わせまして９１９万 ０００説、病費

病後費保育負担金は、病用者の負担金を合わせまして１５５万 ０００説、病人福祉施

設入所者間用設収金は１１５万 ０００説でございます。

続いて、２目の衛生間負担金でございます。栗播北部行政事務組合職員人件間負担金

は ３８５万 ０００説、続いて、３目の農林業間負担金、はは５農業共は組合職員人 

件間負担金は８１７万 ０００説でございます。

続いて、１４款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料でございます。 ５

５５万 ０００説で、うちケー５ルテ５５の病用料につきましては ５１４万 ０００  

説、対前年度比は７８万 ０００説の踏間でございます。

続いて、１９ページをお願いをいたします。２目土木使用料は、町費住宅５団地と続

年度分、それ栗ら、長谷地区の定住年年空き年活用住宅、合わせまして １８９万 ０ 
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００説、町費０車０栗４５７万 ０００説でございます。

続いて、３目の教育使用料でございます。続栗り保育は１９万 ０００説、学続保育

クク５施設使用料は６２０万説、町民ク水８ール使用料は ９０８万 ０００説でござ 

います。

続いて、１９ページ栗ら２０ページに５ります。２項手数料、１目総務手数料は、戸

籍住民基本台帳手数料５１０万説でございます。

続いて、１５款の国は支出金栗ら１６款の５支出金につきましては、タ５５ットの予

算説明資料で、３６ページ栗ら５１ページの国・５支出金の説明一覧表と併せて栗覧を

いただきたいというふうに思います。

１５款国は支出金、１項国は負担金、１目民生間国は負担金でございます。４説８３

万 ０００説で、うち私立保育所費費負担金栗１説 ４１６万説、万万者自立支援給付 

間等負担金栗１説 ６６９万 ０００説、費続手当説付金栗 ５３４万 ０００説、対   

前年度比栗３０５万 ０００説の踏間でございます。

続いて、２１ページをお願いをいたします。２項国は補助金、１目総務間国は補助金

でございます。２説 ８４６万 ０００説で、うちでジタル田園で市国年でで説付金 

（地方創生拠点整備型）でございます。金間は２説説で、粟賀小学校跡地整備に充当す

るものでございまして、補助１は２分の１、上間は４説説でございます。続いて、続続

地続続続続発続支援説付金でございます。 ４６０万説で、補助上間は ０００万説で、 

でマンド対デの車両の８入に充当を予定をいたしてございます。対前年度比は ５９８

万 ０００説の０間でございます。

続いて、２目民生間国は補助金でございます。７１７万説で、うち地続生活支援事業

補助金は５７６万 ０００説、対前年度比で４９１万 ０００説の踏間でございます。 

３目衛生間国は補助金は ３８４万 ０００説で、うち令和４年度補正に続きまして、 

継続されてございます出産・子育て支援説付金７８７万 ０００説、でジタル田園で市

国年でで説付金（でジタル国国型）でございます栗、 ５００万説で、続規に計上をい

たします急続期医療ＩＣＴ連携ネットワークサー５ナ事業に充当予定でございます。５

お、補助１につきましては、２分の１と５０てございます。対前年度比は５４５万 ０

００説の０間でございます。

続きまして、４目土木間国は補助金でございます。１説３９１万 ０００説で、続た

に計上に５ります道整備事業の説付金栗 ２５０万説、道続７ンテナンナ事業間補助金

栗 ０１１万説、住宅関係の補助金、社会資本整備総合説付金と公続が貸住宅年が対策

調整補助事業補助金を合わせて １３０万 ０００説、対前年度比で ２３３万説の０  

間でございます。

続いて、２２ページをお願いをいたします。５目の教育間国は補助金でございます。

２７６万 ０００説、うち特別支援学２の２学援助間補助金、２２２化財緊急発２調査

間補助金５どでございまして、対前年度比で６０万 ０００説の０間でございます。
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続いて、１６款５支出金、１項５負担金、１目総務間５負担金でございます。移譲事

務市町説付金３３２万 ０００説でございます。５栗ら市町へ務間移譲された務外広栗

物の是正指導等２４事業の事務に係る説付金でございます。

２２ページ栗ら２３ページでございます。２目民生間５負担金は２説 １１６万 ０ 

００説でございまして、保育所の費費、心身万万者の福祉、費続手当５ど５負担分でご

ざいます。対前年度比２万 ０００説の０間に５ります。

続いて、２項５補助金、１目総務間５補助金でございます。 ８９９万 ０００説で 

ございまして、うち市町振興支援説付金 １４８万 ０００説、ひごうご地続創生説付 

金に金わる続た５補助金で、金８するははデ援事業補助金 １４５万説でございます。

ＪＲの播但線病用年年、それ栗ら農業再生推年、自治協議会の設置費費に係るものに充

当を予定をいたしてございます。続いて、発当立地地続対策説付金事業補助金は ５９

０万 ０００説でございます。対前年度比は２１５万 ０００説の０間でございます。 

続いて、２目民生間５補助金でございます。 ０６１万 ０００説で、うち民生費続 

委員活８間用委委補助金栗２２９万 ０００説、地続生活支援事業補助金２８８万 ０ 

００説、人生いきいき住宅事業補助金は２２５万説、病人クク５助成事業補助金栗１３

８万 ０００説、医療助成間補助金栗 ７１７万説、子ども・子育て支援説付金は ２  

３４万説で、続規計上に５ります地続ネットワーク続続強化事業分は費続福祉司の資格

取１に係るものでございます。対前年度比は３４万 ０００説の踏間でございます。

続いて、３目衛生間５補助金は７７５万 ０００説で、うち健康０年事業補助金１０

７万 ０００説、大続、上小田、川上７療所の費費間で、へき地７療所費費間補助事業

補助金３６１万 ０００説、令和４年度補正に引き続き継続されます出産・子育て支援

説付金２４５万 ０００説、対前年度比で２４５万 ０００説の０間でございます。 

続いて、２４ページ栗ら２５ページでございます。４目農林業間５補助金は１説 ２

７７万説で、うち栗山間地続等直７支７説付金は ０６９万 ０００説、地籍調査事業 

補助金は ９４９万説、多補続続続支７説付金 ４２４万説、た栗補関係の農村地続防 

災踏災事業補助金栗 ０００万説、続たに、続規の事業に５ります地続計画策定推年事

業補助金栗１２７万 ０００説、林業関係では、緊急防災林整備補助金 ２３４万説、 

対前年度比 ７３８万 ０００説の踏間でございます。 

続いて、５目商工間５補助金でございます。１３７万 ０００説で、峰山高原の１続

型栗型施設等の整備に係る公債間の委型金の補助金でございます。対前年比１０６万

０００説の踏間でございます。

続いて、６目土木間５補助金でございます。４１１万 ０００説で、うち空き年活用

支援事業補助金５ど住宅支援補助金栗３９７万 ０００説、対前年度比３１万 ０００ 

説の踏間でございます。

続いて、７目教育間５補助金は４６１万 ０００説で、うち町２続校に配備をいたし

ますナクール・サ８ート・ナタッフ配備事業補助金、小・栗学校合わせて８４万説、ト
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クイやる・ウイーク事業補助金４５万説、教育相談体制のた栗のナクールソーシャルワ

ーカー事業補助金栗３０万説、放課後子ども教室支援の地続と学校の連携・協働体制で

築事業間補助事業補助金栗３９万 ０００説、対前年度比で１２０万 ０００説の０間 

でございます。

続いて、２６ページをお願いをいたします。３項５委託金、１目総務間５委託金は

８５５万 ０００説で、５民税設収事務委託金 ６９９万 ０００説、はは５議会議員  

選選間委託金５ど８１１万 ０００説、選計調査間委託金栗６４万 ０００説、５選の 

協２隊事業に５ります地続再生協働員設置業務委託金栗２８０万説、対前年度比で８４

３万説の踏間でございます。（発言する者あり）すみません、失礼しました。２６ペー

ジの総務間の５委託金で、対前年度比は８４３万説と栗し上げました栗、８４３万 ０

００説の踏間でございます。訂正をし、おわびを栗し上げます。

続いて、４目農林業間５委託金は ５８７万 ０００説で、うち山林部の５費事業の 

地籍調査事業委託金 ２０７万 ０００説、対前年度比 ５１６万 ０００説の踏間で   

ございます。

５目商工間５委託金は６５６万 ０００説で、５栗らの５峰高原自５説５５の管理費

費委託金でございます。

７目教育間５委託金は１０１万 ０００説で、７７校支援５どのひごうご栗ん続り学

びタイム事業委託金でございます。

続いて、２６ページ栗ら２７ページでございます。１７款財産収入、１項財産費用収

入、１目病子及び配当金２１５万 ０００説で、財政調整基金をはじ栗とした基金の病

子収入でございます。

続いて、２目の財産貸付収入は ６６６万 ０００説で、町続財産である土地、建物 

等の貸付収入でございます。主５ものを栗し上げます。光ケー５ル等の貸付収入栗 ５

００万説、貸工０の貸付収入は４５０万説で、公債間の委型金に充当するものでござい

ます。

続いて、１８款寄附金、１項寄附金、２目指定寄附金でございます。１説５００万説

で、神河ふるさとづくりデ援寄附金は１説説、神河まち・ひと・しごと創生寄附金は５

００万説でございます。

続いて、２８ページ栗ら２９ページでございます。１９款繰入金、１項他会計繰入金

で、特別会計栗らの繰入れでございます。

２項の基金繰入金は、一般会計で設置をしてございます基金栗ら、それぞれの目続に

沿０た事業間の財当として充当するた栗に繰入れをするものでございます。公共施設の

維続管理基金の繰入金栗 ３０３万説、神河ふるさとづくりデ援基金繰入金栗 ０００ 

万説、財政調整基金繰入金栗１説 ５００万説で、対前年度比を比発しますと、 ７０ 

０万説の０間と５０てございます。まちづくり基金の繰入金栗 ７０５万 ０００説、 

森林続続譲与税基金繰入金栗 ７６８万 ０００説、説説安続対策基金繰入金３１６万 
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０００説の繰入れでございます。

続いて、２０款の繰続金は ０００万説でございまして、前年度の繰続金でございま

す。

続いて、２１款の続収入、３項貸付金元病収入は８９万 ０００説でございます。続

去に住宅続築資金、宅地取１資金、住宅改修資金５どとして貸付けをいたしました貸付

金の元金の回収と病子収入でございます。

続いて、３０ページをお願いをいたします。４項の受託事業収入は、衛生間受託事業

収入１１１万 ０００説で、５道収の収収作業等に対する５栗らの収入でございます。

３０ページ栗ら３３ページにつきましては、５項雑入でございます。これまで栗説明

を栗し上げました歳入科目に含まれ５い収入を計上をいたしてございます。主５ものを

栗し上げますと、学校給食事業収入は １５０万 ０００説、３２ページ、指定管理者 

栗らの峰山高原ナかー０の施設使用料は ０００万説でございまして、公共施設の維続

管理基金への積立て栗３２９万 ０００説、それと、あと管り、公債間の委型分として

６７０万 ０００説でございます。これは６ほど栗し上げましたナかー０の使用料の 

充当６ということでございます。

続いて、３３ページの２２款町債でございます。第３表の地方債で栗説明をいたしま

したので、１愛をさせていただきます。

以上で歳入の説明につきましては終わらせていただきます。

続きまして、３４ページの歳出の栗説明を栗し上げたいというふうに思います。目の

区分ごとに続規の項目、拡充をした事業の項目５どを栗心に栗説明を栗し上げたいとい

うふうに思います。また、予算説明資料では、５２ページ栗ら１１８ページの歳出予算

目続事業別対比及び財当２訳表と併せて栗覧をいただきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いをいたします。

３４ページ栗ら３５ページでございます。１款の議会間でございます。 ７４６万 

０００説でございまして、議員１１名、一般職３名分の人件間、本会議、常任委員会等

の費費経間を計上をいたしてございます。対前年度比では７６万 ０００説の０間に５

ります。

続いて、３５ページ栗ら３９ページ、２款総務間、１項総務管理間、１目一般管理間

でございます。５説 ２１６万 ０００説で、特別職の２名、一般職１１名、再任用３ 

名の人件間、基５コンピューターの費費経間、区長会の費費経間、ふるさと納税関係の

経間５どを計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げます。寄附金間１説説を目

標として取り組みたいと思０ておりますふるさと納税関係では、需用間で印刷製本間の

うち、企業選ふるさと納税と一体と５０た８ロモーション冊子の作成経間５０万説を計

上をいたしてございます。子育て支援、地球ク暖化対策や、ＪＲ播但線の維続の課題取

組を情栗発信していき、寄附金を説しましてデ援してくださる人、企業を０やしてまい

りたいというふうに思０てございます。その他では、３名分の医師修学資金貸与金７２
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０万説、リハ５リテーション医学の００、医療に対する神戸大学寄附講座栗 ３００万

説、６円医療円円・００開発への寄附講座栗 ０００万説５ど、対前年度比で６１万 

０００説の踏間と５０てございます。

続いて、２目２書管理間でございます。 ６６２万 ０００説で、広栗の作成経間、 

町の例規集等の整備、町ホームページの管理経間５どを計上をいたしてございます。主

５ものを栗し上げます。条例等整備支援業務委託料３３０万説でございまして、１人情

栗、セかュリティー対デ支援に係る経間を計上をいたしてございます。それ栗ら、少し

下栗０たところに「くらしの便病帳」の修正業務といたしまして、委託料といたしまし

て３０万説５どを計上をいたしてございます。対前年度比では３７９万 ０００説の踏

間でございます。

続きまして、３目会計管理間でございます。 ７０４万説で、一般職３名分の人件間

と会計処理に係る事務経間、指定金と続関の取と手数料３８２万 ０００説５どでござ

います。対前年度比は２５１万 ０００説の踏間に５ります。

続きまして、４０ページ栗ら４１ページでございます。４目の財産管理間でございま

す。１説 ７６９万 ０００説でございまして、本すす、支すす、センター長谷、公用 

車等の維続管理経間と基金への積立金５どを計上をいたしてございます。主５ものを栗

し上げます。公用車の８入に１５９万説、それ栗ら、ふるさとデ援基金の積立金栗１説

説５どでございます。対前年度比は ７８４万 ０００説の踏間でございます。 

続いて、４２ページ栗ら４３ページに５ります。５目説説対策間でございます。１説

３７８万 ０００説でございまして、コミュニティ３ナの費行経間、説説安続への啓 

発経間、説説安続施設の整備工事間５ど、公共説説の対策に係る経間を計上をいたして

ございます。喫緊の課題でございますＪＲ播但線、ローカル線の維続・病用年年問題で

は、はは５沿線自治体と強２に連携をし５栗ら、適時適切５施策の続開栗求栗られてい

るところでございます。赤字区間、寺前駅以北を栗心に、続た５病用者を０やしていく

ことに特化した取組栗極栗て重要５こと栗ら、複数続５施策を横断続に国施をしてまい

りたいというふうに思０ております。委託料では、引き続き長谷地続の取組を支援する

た栗、長谷駅病用年年業務等委託料として１２０万説、それ栗ら、続野、寺前駅に下水

道のカクーマンホールの設置に７７万説を計上をいたしてございます。使用料及びが借

料では、自８車借り上げ料２７２万説でございまして、播但線病用者の二次説説の充国

として、寺前駅、長谷駅に２台の発栗自８車シェアカーを配備をいたします。工事間負

間では、長谷駅で２の整備として年入道続の舗国修繕に５００万説、また、ＥＶカーの

充発続設置工事に３４万 ０００説を計上をいたしました。補助金では、病用者の続規

開拓を図る視点栗ら、３つの補助金制度を計上をいたしてございます。１つ目栗、維続

存続のかーとも５ります特急「はま栗ぜ」の病用年年補助金として３０万説、団体病用

の年年として、ＪＲ播但線病用年年補助金５０万説、鉄道病用によります遠距離説勤・

説学を年していくた栗のＪＲ遠距離説勤・説学等の補助金 ０００万説を計上いたしま
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した。これらの財当といたしましては、５、市町の連携枠でございます、金８するはは

デ援事業補助金を栗心に活用し、期間を定栗、重点、集栗続に取組を年栗てまいりたい

というふうに思０ております。その他、主５ものにつきましては、委託料で、コミ３ナ

の費行委託料１説 ３７０万説、工事間負間で、のード５ールや区画線等の説説安続整

備に ０５０万説、備備８入で、でマンド説説車両、ハイ備ーナ２台の経間 ２２０万 

０００説を計上いたしてございます。対前年度比では ５４４万 ０００説の０間に  

５ります。

続いて、４３ページ栗ら４５ページに５ります。６目企画間は７説 ０８３万 ００ 

０説でございまして、一般職７名、会計年度任用職員の人件間と、地方創生を栗心に町

の活続化のた栗の事業の経間を計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げます。

企業選のふるさと納税の推年関係で、需用間の栗の印刷製本間５０万説は、８ロモーシ

ョン冊子の作成でございます。また、使用料では、リ３ー、ふるコネ等のウェ５シナテ

ムの使用料として５９万 ０００説、それ栗ら、委託料で、図書・コミュニティ施設の

設計監理業務栗 ４７２万 ０００説、企業設設対策として地続活続化以業人の設設に 

２８０万説、この事業につきましては、民間企業等のノウハウや知踏を生栗しまして、

企業設設活８の踏踏る化と年年を図０てまいりたいというものでございます。工事間負

間で図書・コミュニティ施設整備工事間負間６説 ０００万説、負担金、補助金で創業

年年事業補助金８５０万説、地続自治協議会設置費費事業負担金６３０万説、地続自治

協議会、地続づくり説付金２７４万 ０００説５どでございます。対前年度比では５説

６９７万 ０００説の０間と５ります。 

続いて、４５ページ栗ら４６ページでございます。７目のＣＡＴＶ管理費費間でござ

います。１説 ６３１万 ０００説でございまして、主５ものにつきましては、委託料 

で、指定管理料栗１説３６９万 ０００説を計上をいたしてございます。対前年比では

０９７万 ０００説の踏間でございます。 

続いて、８目の続間でございます。６６３万 ０００説でございまして、主５もので

は、補助金で、柏尾区と為信区への集落集会施設整備の補助金栗４００万説でございま

す。

続いて、９目の総合推年間でございます。 ３８９万 ０００説で、主５ものは委託 

料で、第２次神河町長期総合計画後期基本計画策定支援業務委託料栗９９０万説でござ

います。対前年度比では ３５２万 ０００説の０間と５ります。 

続いて、４７ページ栗ら４８ページ、２項設税間、１目税務総務間は ５５８万 ０ 

００説で、一般職６名の人件間と税務事務に係る事務経間を計上をいたしてございます。

対前年比では ７６０万 ０００説の踏間でございます。 

続いて、４８ページ栗ら４９ページ、２目の続課設収間は８８１万 ０００説でござ

います。続課及び設収に係る事務経間を計上をいたしております。主５ものを栗し上げ

ます。まず、需用間の栗で、８耗備のうち、発８かックボードの標識に９万説、それ栗
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ら、銀行等への財産シナテム、ピピットリンクといいます栗、これの導入経間で、役務

間で財産調査手数料１万 ０００説、サー５ナ病用初期７費料として１６万 ０００説、 

使用料でウェ５シナテムの使用料２３万 ０００説を計上をいたしてございます。それ

栗ら、相続財産清算人の手続といたしまして、役務間で予納金５０万説、委託料で７８

産産定業務委託料５０万説を計上をいたしてございます。対前年度比では９０万 ００

０説の０間に５ります。

続いて、３項戸籍住民基本台帳間は ４７３万 ０００説で、一般職１名の人件間と、 

戸籍前、住民基本台帳前に基づきます事務処理に係る経間、住民票５どの説付に係る経

間を計上をいたしてございます。対前年度比では ０９８万 ０００説の踏間でござい 

ます。この踏間につきましては、各続のシナテム改修栗終わ０たとい０たところで、こ

の金間に５０てございます。

それ栗ら、４９ページ栗ら５０ページでございます。４項選選間、１目選選管理委員

会間は９２１万 ０００説で、選選管理委員会委員４名の委員栗会と委員会の費費経間、

そして、選選管理委員会書記として一般職１名の人件間を計上をいたしてございます。

対前年比では４０万 ０００説の踏間でございます。

続いて、５０ページ栗ら５１ページに５ります。２目の５議会議員選選間は８１１万

０００説、それ栗ら、５１ページ栗ら５２ページの３目続知谷財産区議会議員選選間

は１３６万 ０００説、５２ページの４目粟賀財産区議会議員選選間栗１４４万 ００ 

０説、５２ページ栗ら５３ページの５目大山財産区議会議員選選間栗１３８万 ０００

説、５３ページ栗ら５４ページの６目寺前財産区議会議員選選間栗１４４万 ０００説、

５４ページ、７目長谷財産区議会議員選選間栗１２２万説を計上をいたしてございます。

続いて、５６ページをお願いをいたします。６項の監査委員間でございます。８２万

説でございまして、監査委員２名の委員栗会と財務監査及び行政監査に係る事務経間を

計上をいたしてございます。

続いて、５６ページ栗ら５８ページでございます。民生間のほうに移らせていただき

ます。３款民生間、１項社会福祉間、１目社会福祉総務間は４説 ２７４万 ０００説 

でございます。一般職３名の人件間、民生費続委員の活８間用委委、町社会福祉協議会

の補助金、国民健康保険事業、介護保険事業の特別会計への繰出金５ど、社会福祉行政

に係る経間を計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げます。工事間負間で、防

犯カ７クの設置等の工事に５１３万 ０００説、補助金で、特犯犯犯等犯万防止対策事

業補助金栗３６万説、繰出金で、国民健康保険事業特別会計の繰出金栗 ８５８万説、

うち続規で、地方単独福祉医療間助成分、国はの踏間調整分ということでございます栗、

３０８万 ０００説、介護保険事業特別会計の繰出金２説 ５４２万 ０００説でござ  

います。対前年度比といたしまして、 ７１１万 ０００説の０間に５ります。 

続いて、５８ページ栗ら５９ページに５ります。２目病人福祉間でございます。 ６

４４万 ０００説で、病人クク５の助成、シル３ー人４センターの負担金、地続住民４
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ルー８活８の支援、タクシー費が助成、病人保護措置間５ど、病人福祉行政に係る経間

を計上をいたしてございます。対前年比では３７万 ０００説の踏間でございます。

続きまして、５９ページ栗ら６１ページをお願いをいたします。３目心身万万者福祉

間は３説 ０６３万 ０００説でございます。万万者総合支援前に基づきます万万者福 

祉サー５ナ病用時の介護給付間５どを計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げ

ます。委託料で、万万者計画及び万万者福祉計画の策定に３８８万 ０００説、それ栗

ら、緊急時ら期入所委託料栗１０万説５どでございます。対前年比では３６５万 ００

０説の０間でございます。

４目の医療助成間は １３８万説でございます。高齢期の移行者、重度万万者、４４

費、母子・父子年庭、高齢万万者に係る医療助成金として事務経間を計上をいたしてご

ざいます。対前年比は５９６万 ０００説の踏間と５ります。

続いて、６２ページで、５目国民年金事務間でございます。５１１万 ０００説でご

ざいまして、一般職１名の人件間と国民年金の栗出等に係る事務経間を計上をいたして

ございます。

６目の民主化推年間でございます。１７２万 ０００説で、人務や地続改６の活８へ

の助成金５どを計上をいたしてございます。

７目の後期高齢者医療間は２説 ８９７万 ０００説でございます。はは５後期高齢 

者医療広続連合への療養給付間の負担金、町栗設置しています後期高齢者医療事業特別

会計への繰出金５どを計上をいたしてございます。対前年比では ６０６万 ０００説 

の０間でございます。

続きまして、６２ページ栗ら６３ページに５ります。２項費続福祉間、１目費続福祉

総務間は ９１４万 ０００説で、子ども・子育て会議の委員１３名の委員栗会とこど 

もを健や栗に生み育てる支援金、子供会、縁結び事業、出産祝い備、そして病後費保育

の費費に係る会計年度任用職員の人件間５ど、費続福祉行政に係る経間を計上をいたし

てございます。主５ものを栗し上げます。説説旅間のうちに費続福祉司資格取１講座に

２万 ０００説を計上をいたしてございます。それ栗ら、委託料で第３期子ども・子育

て支援事業計画策定業務委託料１９４万 ０００説を計上をいたしてございます。前年

比では３５５万 ０００説の０間と５ります。

続いて、６４ページのほうをお願いをいたします。２目費続措置間でございます。１

説 ８６４万 ０００説で、費続手当とその給付に係る事務を計上をいたしてございま 

す。対前年度比では１６４万 ０００説の踏間でございます。３目の保育所間は２説 

７４９万説で、子ども・子育て支援前に基づきまして、寺前保育所、神崎保育園、管外

保育所に、それぞれ説滑５費費を行うた栗の費費委託料や、一時続栗り事業補助金５ど

を計上をいたしてございます。対前年比で ９３２万 ０００説の踏間と５ります。 

続いて、６４ページ栗ら６６ページでございます。４款の衛生間のほうに移らせてい

ただきます。１項保健衛生間、１目保健衛生総務間でございます。７説 ８３０万 ０ 
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００説で、一般職１２名、再任用職員２名の人件間と公立神崎総合病院、水道事業会計

への補助金及び出資金、介護療育特別会計への繰出金５ど、保健衛生業務に係る経間を

計上をいたしてございます。病院の事業会計への繰出金につきましては、補助金４説

２８４万 ０００説、出資金１説７８５万 ０００説、合わせまして５説 ０７０万説  

と５ります。委託料では続規事業としまして、神崎総合病院、神戸大学医学部附属病院、

姫続市８防との連携で、救急救命５どの情栗ネットワークをで築をいたします急続期医

療ＩＣＴ連携ネットワークサー５ナ事業として ０００万説を続たに計上をいたしまし

た。対前年比では１説４７万 ０００説の０間と５りました。

続いて、６６ページ栗ら６７ページでございます。２目健康づくり対策間は ５１４

万 ０００説で、健康教育、相談、特定基本健７、栗ん等各続万７、予防７続、食育計

画推年事業５ど、町民の健康０年、そして自主続５健康づくりに取り組む意識の形成５

どを目続としました事業の経間を計上をいたしてございます。対前年比では ７４９万

０００説の踏間と５０てございます。主５ものを栗し上げます。予防７続の関係で、

ＨＰＶワクチン、９価に５ります栗、続規の追栗と５りました。需用間で医薬４料間の

うち６７０万 ０００説、委託料で１別７続委託料のうち１４０万 ０００説、負担金、 

補助及び説付金で任意予防７続助成金のうち１５万 ０００説を計上をいたしてござい

ます。

続いて、６７ページ栗ら６８ページをお願いをいたします。３目の母子衛生間は ４

３５万説で、４４費健７、５歳費までの相談、虫歯の予防、妊婦健康支援、特定７妊治

療の助成、産後ケア、子育て世金の包括支援センターに係る経間５ど、妊娠栗ら出産、

育費に関する母子保健事業の経間を計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げま

す。負担金、補助及び説付金で出産・子育てデ援給付金を５００万説計上をいたしてご

ざいます。対前年度比では４９２万 ０００説の０間と５ります。

続きまして、６８ページ栗ら６９ページ、４目保健衛生施設管理間でございます。３

９４万 ０００説でございまして、保健福祉センター施設の維続管理に係る経間を計上

してます。対前年度比では４５万 ０００説の０間でございます。

続いて、５目７療所間は７４５万説でございます。川上及び上小田７療所の開設に係

る費費間、郡医師会で国施をしております休日の続宅当番医制事業への負担金、救急救

命センターへの費費負担金５どを計上をいたしてございます。対前年度比では４０万

０００説の０間でございます。

続きまして、６９ページ栗ら７０ページをお願いをいたします。２項続続衛生間、１

目続続衛生間は ７３４万 ０００説でございます。一般職６名と再任用職員２名の人 

件間と畜犬７費、狂犬病予防注射等の事務、栗播北部行政事務組合の負担金、火葬０分

５どの続続衛生行政に係る経間を計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げます。

委託料でございます。地球ク暖化対策国行計画区続施策編を策定しております栗、これ

の続開計画を作成する事業として、脱炭素化施策続開事業計画策定支援業務委託料とい
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うことで３８５万説を計上をいたしてございます。対前年比では ３１２万 ０００説 

の０間と５ります。

続いて、７０ページ栗ら７１ページに５ります。３項の清掃間、１目ごみ処理間は３

説 ２７８万 ０００説で、町２一億のクリーン作億、７前億棄物の処理、資当ごみ回 

収の補助金、栗播北部クリーンセンターの費費負担金５どを計上をいたしてございます。

対前年比は ４５９万 ０００説の０間でございます。 

続いて、２目し続処理間は４説 ５８９万 ０００説で、栗播衛生センターの費費負 

担金、下水道事業会計への補助金栗２説 ２１８万 ０００説、出資金栗 １４７万   

０００説、それ栗ら浄化槽の事業会計への繰出金栗 １７１万 ０００説５どの経間を 

計上をいたしてございます。対前年比では ６５８万 ０００説の踏間でございます。 

○議長（小寺 俊輔君） 黒田財政特命参事、ここで一旦、ちご０と置いていただいて。

それでは、休憩のた栗暫時休憩といたします。再開を１０時３０分とします。

午前１０時１０分休憩

午前１０時３０分再開

○議長（小寺 俊輔君） 再開します。

それでは、引き続き、第２１号議案の詳細説明を求栗ます。

黒田総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でございます。引き続きま

して、説明のほうを続けさせていただきたいというふうに思います。よろしくお願いを

いたします。

７２ページに５ります。５款農林水産業間、１項農業間、１目農業委員会間でござい

ます。 ６９６万 ０００説で、農業委員１４名と農地病用最適化推年委員７名の委員 

栗会、一般職１名の人件間、農業委員会の費費、農地の基本台帳管理、農業者年金等に

係る経間を計上をいたしてございます。対前年比は２５４万 ０００説の０間でござい

ます。

続いて、７２ページ栗ら７３ページでございます。２目の農業総務間は ２２７万 

０００説で、一般職５名、再任用職員１名の人件間と、その他農政事務に係る経間を計

上、対前年比は６０１万 ０００説の０間でございます。

続いて、７４ページ栗ら７５ページに５ります。３目の農業振興間は１説 ０９５万

０００説で、会計年度任用職員の人件間と各区の農会長、費農組合長への農政事務協

２謝礼、栗山間地続等直７支７説付金、続万鳥獣対策、多目続続続支７説付金、米安続

確保対策、鹿捕獲支援、人・農地問題解決推年事業５どの農政に係る経間を計上をいた

してございます。主５ものを栗し上げます。負担金及び補助金で栗山間地続等直７支７

説付金は ４２５万 ０００説、多補続続続支７説付金は ７１７万 ０００説、鳥獣   

犯万防止被等設置事業補助金は４５６万 ０００説、ナ被７３チの被収間補助金は補助
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金間の上間を引き上げまして３０万説を計上をいたしてございます。それ栗ら、続規事

業といたしまして、神河将来５ジョンの国現に向けまして、農業再生推年事業として放

棄農地の再生、保続を図る農地を守る活８推年事業補助金として４２０万説を計上をい

たしてございます。対前年比にしまして９５万 ０００説の踏間と５ります。

続いて、７５ページ栗ら７６ページでございます。４目の農地間でございます。 ５

６６万 ０００説で、農村地続防災踏災事業として、た栗補関係に５ります栗、６６等

委託料栗 ０５０万説で、た栗補廃止に係る経間でございます。また、区栗らの要委の

ありました町単独土地改良事業補助金として３５０万説を計上をいたしてございます。

対前年比では ７３６万説の踏間でございます。

続いて、７６ページ栗ら７７ページ、５目農業施設管理間でございます。 ００５万

０００説で、水車公園、道の駅の施設維続管理経間を計上をいたしてございます。対

前年比は９５２万 ０００説の踏間と５ります。

７７ページ栗ら７８ページ、６目の地籍調査間でございます。１説 １８１万説で、

一般職９名の人件間と、計画続に年栗てございます山林部の地籍調査の事業経間を計上

をいたしてございます。対前年比としまして ０１０万 ０００説の０間でございます。 

７８ページ栗ら７９ページ、２項林業間、１目林業総務間でございます。 ８０７万

説で、一般職１名の人件間と５費事業の広続基５林道千ケ峰・三国岳線の工事間、５へ

の負担金栗 ６１０万説５ど、林政事務に係る経間を計上をいたしてございます。対前

年比では１５５万 ０００説の踏間と５ります。

７９ページ栗ら８０ページです。２目林業振興間は１説 ５９７万 ０００説で、ピ 

ノかオ５の指定管理料、森林管理１００ナ推年による造林事業、森林続続譲与税を活用

しました森林整備、裏山防災、危険木に係る治山治水工事補助金５どの林政施策に係る

経間を計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げます。委託料で、町森林経費管

理事業として ３２３万 ０００説、それ栗ら、将来５ジョンの国現に向け、林業再生 

事業といたしまして、広葉樹林の再生に向けての試験伐採に３００万説、そして、町花

・町木の・・再生業務委託料としまして２６９万 ０００説、対前年比では ５８９万 

０００説の踏間でございます。５お、主５踏間理由につきましては、５民みどり税の

活用事業栗 ８４４万 ０００説の踏間と５０てございます。令和５年度栗らは事業主 

体栗５のほうに移行するものでございます。

続いて、８０ページ栗ら８１ページ、６款の商工間のほうに移らせていただきます。

１目の商工振興間でございます。 ５９１万 ０００説で、一般職２名の人件間と町商 

工会への補助金栗 ０６０万説５ど、商工行政の経間を計上をいたしてございます。対

前年比では８３６万 ０００説の踏間でございます。

続いて、８１ページ栗ら８３ページは観光振興間に５ります。２目観光振興間は１説

０６０万 ０００説で、一般職３名の人件間と町観光協会への補助金栗 ２８１万   

０００説、夏祭りをはじ栗としました地続活続化事業、各観光施設の指定管理料や維続
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管理経間、改修工事間５どの観光施策に係る経間を計上をいたしてございます。そして、

峰山高原と５峰高原の観光ＰＲ、リククシアを栗心としました高原２の施設の維続管理

経間、ナかー０の関連整備事業間５どを計上をいたしてございます。対前年比といたし

まして６９１万 ０００説の踏間でございます。

８４ページ栗ら８６ページでございます。７款の土木間のほうに移ります。土木管理

間、１目土木総務間でございます。 ３２７万 ０００説で、一般職１０名の人件間と 

町費０車０の管理、ＪＲ播但線の駅トイ５の維続管理、道続台帳の管理、そして、急傾

斜地の崩壊対策事業に係る５への負担金２５０万説５どの経間を計上をいたしてござい

ます。対前年比は ８４４万 ０００説の踏間に５ります。２項道続橋７間、１目道続 

橋７維続間でございます。１説 ３５６万 ０００説で、町道の収収作業、収橋経間、 

道続橋７補修工事５どの町道の維続管理経間を計上をいたしてございます。主５ものを

栗し上げます。工事間負間でございます。区栗らの要委の維続修繕５ど ７５０万説を

計上をいたしてございます。対前年比では６０１万 ０００説の踏間と５０てございま

す。

続いて、２目道続橋７続設改良間は２説 ８５０万説で、工事間負間として１説 １ 

９８万説、町道作続・続田線５どの改良工事でございます。また、道続７ンテナンナ事

業、橋７補修工事５どを計上をいたしてございます。対前年比では１説４００万説の０

間でございます。

８７ページ、３項の河川間でございます。 ７３９万 ０００説で、河川の改修工事 

に ０５０万説、それ栗ら、河川続続整備として樹木再ににに制対策工事として ００ 

０万説５どの経間を計上をいたしてございます。対前年比では １２５万 ０００説の 

踏間でございます。

８７ページ栗ら８８ページ、５項住宅間、１目住宅管理間は ７５４万説で、町費住

宅５団地と空き年を活用したが貸住宅３戸の維続管理間、若者の定住年年を目続としま

した年が補助金、住宅取１支援補助金、リフォーム支援補助金、住宅の耐震化年年事業、

そして、病朽化をしました危険５特定空年等の収去に係る経間を計上をいたしてござい

ます。対前年比では５６２万 ０００説の０間でございます。主５ものとしまして、委

託料で空き年等国託調査委託料を５７０万 ０００説を計上をいたしてございます。

続いて、８８ページ栗ら８９ページ、２目住宅建設間でございます。 ０２３万 ０ 

００説で、田す暮らし・多自５居住推年事業、そして空き年の病活用事業、宅地開発支

援補助金５どに係る経間を計上をいたしてございます。対前年比では７３万 ０００説

の０間と５ります。

続きまして、８９ページ栗ら９０ページでございます。８款の８防間のほうに移りま

す。１目常備８防間でございます。１説 ９１８万説でございまして、姫続市８防局へ

の８防委託料は１説 ０２９万 ０００説５どを計上をいたしてございます。対前年比 

では１８６万 ０００説の０間と５ります。主５ものとしまして、８防車両ので続負担
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金として８８１万 ０００説でございます。高規格救助車１台の負担経間でございます。

続いて、２目続常備８防間は ０３１万 ０００説で、地続での防火防災の８防活８ 

に係る経間を計上をいたしてございます。対前年比は７１２万 ０００説の０間でござ

います。３目８防施設間は ０８９万 ０００説で、各部栗保続をいたします８防車両 

と指令車の維続管理間を計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げます。需用間

の修繕料でございます。５３５万 ０００説で、のの台のの国、それ栗ら防火水槽の転

落防止被に係る経間を計上をいたしてございます。それ栗ら備備８入間でございます。

栗村部の８ン８自８車、それ栗ら比中部の続中積載車の８入間として ０９７万 ００ 

０説を計上をいたしてございます。対前年比は ５３０万 ０００説の０間でございま 

す。

９０ページ栗ら９２ページでございます。４目の災万対策間でございます。 ９６８

万 ０００説で、災万時の緊急対デに係る職員の時間外手当５ど、それ栗ら、防災備万

備の８入、自主防災組織への費費補助金、防災行政無線の管理費費間５どの防災対策に

係る経間を計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げます。委託料でございます。

再再信子局の０設に係る防災無線シナテム設計委託料として５２万 ０００説を計上い

たしてございます。それ栗ら、保守業務委託料として８１８万 ０００説でございまし

て、これは再再信アンテナの調整に係る経間でございます。また、負担金でははは５８

防防災ヘリコ８ター費航連絡協議会の負担金を７９万説を計上をいたしてございます。

対前年比では２７４万 ０００説の踏間と５ります。

続いて、９款の教育間のほうに移ります。１目教育委員会間でございます。１１８万

０００説で、教育委員４名の委員栗会と教育委員会の費費経間を計上をいたしてござ

います。

９２ページ栗ら９４ページ、２目の事務局間でございます。 ４１２万説で、教育長

と一般職４名の人件間、いじ栗問題への対デ、７７校５どの問題を抱踏る費続生徒の支

援、ナ８ーツ・２化競円大会出０の激励金５ど、教育行政に必要５経間を計上をいたし

てございます。対前年比では２３１万 ０００説の０間に５ります。主５ものを栗し上

げます。備備８入間で、ＧＩＧＡナクール用のタ５５ット１５台分の経間として１０２

万 ０００説を計上をいたしてございます。

続いて、９４ページ栗ら９７ページでございます。小学校間の１目小学校管理間でご

ざいます。１説 ４８１万 ０００説で、一般職１名の人件間と会計年度任用職員の栗 

会５ど、町２３小学校の学校費費及び施設管理に係る経間を計上をいたしてございます。

対前年比では ３３２万説の踏間と５０てございます。主５ものを栗し上げます。学校

の図書の整備といたしまして、需用間の栗の８耗備でございます。３校分の図書シナテ

ムの３ーコード金として４１万説を計上をいたしてございます。それ栗ら、使用料で図

書シナテムの使用料として５６万 ０００説を計上をいたしてございます。また、委託

料の設計監理委託料１３２万説でございます栗、長谷小学校の務上防水改修に係るもの
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でございます。それ栗ら、工事間負間の４４１万 ０００説につきましては、長谷小学

校の空調続続の設置工事に関する経間でございます。

続いて、９７ページ栗ら９８ページでございます。２目、小学校教育振興間は １１

２万 ０００説で、自５学校や続続体験活８、外国２教育の推年、そして２学援助間５

どに係る経間を計上をいたしてございます。対前年度比は２１２万 ０００説の０間と

５ります。

続いて、９８ページ栗ら１０１ページ、栗学校間でございます。１目栗学校管理間は

９５１万 ０００説で、一般職１名の人件間と会計年度任用職員の栗会５ど、神河栗 

学校の学校費費及び施設管理に係る経間を計上をいたしてございます。対前年比では２

３１万 ０００説の０間と５０てございます。主５ものを栗し上げます。小学校と同じ

く学校図書の整備として、需用間の８耗備のうち図書シナテム３ーコード１３万 ００

０説、それ栗ら、使用料で図書シナテム使用料１８万 ０００説を計上をいたしてござ

います。また、委託料では、い科医の委託料として２１万 ０００説を計上してます。

それ栗ら、負担金では、姫続市立あ栗つき栗学校の夜間栗学校費費等の教育負担金とし

て１４万 ０００説を計上してございます。続いて、２目栗学校教育振興間は ２８５ 

万 ０００説で、トクイやる・ウイーク、外国２指導助手設設事業、そして２学援助間

５どに係る経間を計上をいたしてございます。対前年度比では１５６万 ０００説の０

間に５ります。

１０１ページ栗ら１０３ページ、４項４１園間は１説 ７０４万 ０００説で、４１ 

園教諭９名と会計年度任用職員の人件間、そして町２３４１園の費費及び施設管理に係

る経間を計上をいたしてございます。対前年度比では５８６万 ０００説の０間と５り

ます。

１０３ページ栗ら１０６ページ、社会教育間、１目社会教育総務間は１説９００万

０００説で、一般職５名の人件間と人務啓発、学習事業、放課後子ども教室と学続保育、

二十歳の集い、２化財の保存事業、町史の編さん作業に係る経間５ど、社会教育行政の

施策に係る経間を計上をいたしてございます。対前年比では ３４７万 ０００説の０ 

間でございます。町史の第１巻、第５巻の作成業務委託料は、本年度は１１万説の計上

と５ります。

１０６ページ栗ら１０８ページ、２目公民５間は ８４２万 ０００説で、一般職２ 

名の人件間と神崎栗央公民５の施設維続管理間、そしてシニアカ５ッジ、公民５教室、

ふるさと２化祭、美円続、一般公演、図書室の費費に係る経間を計上をいたしてござい

ます。主５ものは、委託料の栗で、講師委託料といたしまして、オンクイン英会話教室、

ドローン体験の教室５ど、１６７万 ０００説を計上をいたしてございます。それ栗ら、

工事間負間で栗央公民５のホールの３トン発８化工事ということで４７３万説を計上を

いたしてございます。対前年度比では３７１万 ０００説の０間と５ります。

１０８ページ栗ら１０９ページでございます。社会教育施設費費間は ２３７万 ０ 
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００説で、費続センター、きらきら５、子育て学習センター５どの施設維続管理に係る

経間を計上をいたしてございます。主５ものを栗し上げます。工事間負間で費続センタ

ーの空調で続工事として ６１０万説を計上いたしてございます。対前年度比では ９ 

７６万 ０００説の０間と５ります。

続いて、１０９ページ栗ら１１０ページ、６項保健体育間、１目保健体育総務間でご

ざいます。６９３万 ０００説で、ナ８ーツ推年委員１５名の委員栗会と町ナ８ーツ協

会への補助金１３０万説、青少年健続育成団体への補助金５０万説、ナ８ーツ教室、ナ

８ーツ大会に係る経間５どを計上をいたしてございます。対前年比では４８４万 ００

０説の踏間と５ります。

１１０ページ栗ら１１２ページでございます。２目体育施設管理間で、１説７９９万

０００説で、町２の体育施設の費費及び施設維続管理間を計上をいたしてございます。

対前年比は ７８９万 ０００説の０間でございます。主５ものを栗し上げます。需用 

間の修繕料のうち８８０万説、台風によります神崎体育センターの務根の修繕でござい

ます。それ栗ら、使用料及びが借料で、町民体育５のＬＥＤの照明続続リーナに１１４

万 ０００説の計上でございます。

続いて、１１２ページ栗ら１１４ページ、３目学校給食間でございます。１説 ０９

５万 ０００説で、一般職３名、再任用２名、会計年度任用職員の人件間、給食の栗供

に係る間用、そして給食センター施設の維続管理間を計上をいたしてございます。対前

年度比は３７２万 ０００説の踏間でございます。

１０款公債間に移ります。１目の元金は１２説 ０５４万 ０００説で、対前年比で 

１説２３６万 ０００説の０間と５０てございます。２目の病子は ４３９万 ０００  

説で、対前年度比３１８万 ０００説の踏間で、地方債の病子としまして ２３９万  

０００説と、一時借入金の病子栗２００万説でございます。

最後、１２款の予備間は ０００万説を計上をいたしてございます。

１１６ページ栗ら１１７ページは、債務負担行為の支出予定等に関する調書でござい

ます。ここのところに債務負担行為の財当の２訳等栗掲載をいたしてございます。

１１８ページは、地方債の管高踏踏みに関する調書でございます。令和５年度末の踏

踏間は１２２説 ９０５万 ０００説と５０てございます。 

１１９ページ栗ら１２５ページにつきましては、給与間の明細書と５０てございます。

それ栗ら、１２６ページには地方債の２訳の別添資料ということで添付をさせていた

だいてございます。

続きまして、予算説明資料でございます。タ５５ットのほうに５ります。２ページ栗

ら２０ページまでは予算の概要説明書に５ります。

また、２１ページは会計別当初予算の状況で、前年度の比発をしたものを掲載をして

おります。

２２ページ栗ら２６ページは、歳入歳出予算の状況について、前年度対比したものを
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記載してございます。

２７ページには、住民１人当たりの歳入歳出間の２訳を掲載しております。

次のページの２８ページは予算分析表でございまして、経常収支比１につきまして掲

載をしてます。経常収支比１につきましては、５年度当初予算で９２ナでございます。

２９ページは説説会計の基金の状況を掲載をしております。

それ栗ら、３０ページ栗ら３２ページにつきましては、町税の状況で、予算の積算２

訳を掲載をしてございます。

３３ページ栗ら３５ページにつきましては、地方譲与税、５税説付金、地方説付税等

の概要説明を掲載してます。

３６ページ栗ら５１ページにつきましては、歳入予算の国５支出金の説明一覧表でご

ざいます。

５２ページ栗ら１１８ページまでは、事業別の財当２訳を書いてございます。５お、

続規事業につきましては、事業の頭に両括弧で続という記載をさせていただいてござい

ますので、栗確認をいただきたい５と思います。

それ栗ら、１１９栗ら１２０ページにつきましては、８間税の引上げ関係で説付金の

充当一覧をつけてございます。

それ栗ら、１２１ページ栗ら１２３ページは財産に関わる調書、そして、１２４ペー

ジ栗ら最終ページに５ります１２７ページまでは、区要委の事業を取りまと栗た表でご

ざいます。

以上で予算と、それ栗ら説明資料の説明につきましては終わらせていただいて、少し

タ５５ットのほうの別に５ります栗、主５続規事業の概要ということで、栗説明のほう

をさせていただきたいと思います。

○議長（小寺 俊輔君） お願いします。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） ２ページのほうを踏ていただきたいと思

います。まず、歳入のほうで続た５財当といいます栗、続た５補助金ということで、で

ジタル田園で市国年でで説付金、それ栗ら、これは５のほうに５ります栗、金８するは

はのデ援事業補助金ということで掲載をしてます。そして、主５続規事業としまして、

６つの事業を掲載してます。ＪＲ播但線の病用年年事業、それ栗ら急続期医療のＩＣＴ

連携ネットワークサー５ナ事業、脱炭素化施策続開事業、農業再生推年事業、林業再生

推年事業、河川続続整備事業、主に樹木の再ににに制対策工事ということで掲載をして

おります。

２容につきまして、少し概略のみに５ります栗、説明をさせていただきたいと思いま

す。４ページのほうを栗覧いただきたいと思います。でジタル田園で市国年でで説付金

の概要ということで、イ７ージ栗描いてございます。今までは、この地方創生の拠点整

備説付金と、それ栗ら地方創生推年説付金というの栗別々であ０たわけ５んです栗、こ

れに少し国栗言０てますでジタルを栗味したところとい０たところで、このでで説付金
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のほうの栗にひもづけ栗されているということでございます。そして、右側のほうにで

ジタル田園で市国年でで推年説付金ということで、これ栗続たに創設をされている部分

でございます。これらを一元続にでで説付金という形でまと栗た栗で活用をしていくと

い０たよう５説付金の制度に変わ０てございます。

それで、当町としましては、まず、真ん栗のほうにあります地方創生拠点整備説付金

というもの栗あります栗、これを活用しまして、粟賀小学校の跡地整備事業に活用して

まいりたいというふうに予定をいたしてございます。これについては、公園と施設の整

備をするわけ５んです栗、公園部分については対象に５ら５いということで、施設の建

設部分栗対象に５るということでございます。また、少し、図書続続部分については、

この拠点整備は対象外ということに５０てございますので、栗で建物部分を補積続に案

分しまして、図書部分を収く部分に充てていきたいということで思０てございます。対

象事業間としましては４説説、そして、補助１栗２分の１でございますので、２説説の

計上ということで計画書のほうをまと栗て今栗間をしているところでございます。

そして、続たに創設されてますでジタル田園で市国年でで推年説付金です栗、これに

つきましては、急続期医療のＩＣＴ連携ネットワークサー５ナ事業、これに活用してい

きたいということで計画のほうを作成し、栗間のほうをしてございます。これについて

も補助１は２分の１ということで、事業間を ０００万説ということで計画をしてまし

て、２分の１ですので ５００万説ということに５ります。ただ、できるだけ、続常に

枠栗厳しいよう５ところもございます栗、積極続に取組を年栗ていきたいということで、

ぜひともや０ていきたい事業ということでございます。これらの財当を活用して、そう

い０たものを年栗ていくということでございます。

次に、６ページのほうに５ります。金８するははデ援事業ということでございます。

これ栗今まではは５選でありました地方創生の推年事業ということで、はは創生推年説

付金という事業栗ございました栗、これ栗少し変でといいます栗、金８するははのデ援

事業というふうに変わ０てございます。５のテーマといいます栗、型に５る部分栗金８

するははをつく０ていくということでございまして、そういう背景の栗で創設栗されて

ございます。特に、５の施策と連８しまして、市町施策を続開していくということでご

ざいまして、二本立てに５０てございます。まず、５と市町の連携推年枠と、それ栗ら

多自５地続の支援枠ということに５０てございます。この事業につきましても、右側の

ほうに補助７ニューということで書いてございます栗、こうい０た項目のところの続規

事業について対象に５０ていくということでございます。今のところ、この金８するは

はのデ援事業につきましては、３栗年というふう５ことで聞いてございます。今回はこ

の５の市町連携枠として、まず、農業の再生推年事業と、それ栗ら、まさしく５、沿線

と連携し５栗ら年栗てい栗５いといけ５いということで、ＪＲ播但線の病用年年事業、

そして、多自５支援枠です栗、こちらのほうについては自治協議会の設置のほうに充当

して活用してまいりたいというふうに考踏てございます。
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続いて、７ページ以降の続規事業につきまして、私のほう栗ら、少し簡単に５ります

栗、栗説明をさせていただきたいと思います。

７ページです。ＪＲ播但線病用年年事業でございます。栗存じのように、ＪＲのほう

栗公表しました、播但線も赤字続線ということで、寺前以北の区間栗該当するというこ

とに５０てございます。続常に播但線、鉄道栗走０てるということは、地方創生を年栗

ていく上で続常に続為５ものであります。これ栗もし維続でき５いということに５れ続、

地方創生の推年事業も停１、あるいは後退していくというよう５ところで、大変危惧を

しているところでございます。そうい０た背景を踏ま踏た栗で事業化をいたしました。

まず、事業の視点としては２点ございます。まず１点栗、５と、それ栗ら沿線自治体

と強２に連携をして早急に取り組ま５いといけ５いというところ栗１点でございます。

それ栗ら、２点の視点栗、現行の病用者では５く、続たに病用していただく方を０やし

てい栗５いといけ５いというところの視点栗２つあります。

そうい０た栗で、事業の２容といたしまして、まず、１番目に駅の続続整備というこ

とで、長谷駅の年入道続の舗国を計画をいたしてございます。それ栗ら、地続と連携を

していくという意味で、長谷駅の病用年年事業の委託事業ということで、委託の経間を

予算化をいたしてございます。それ栗ら、神河町のほうに訪れていただく方にぜひとも

鉄道を病用していただくということで、来ていただいた栗で、二次説説として発栗自８

車のカーシェア事業ということで計画をいたしてございます。今のところ１台ずつです

栗、長谷駅と、それ栗ら寺前駅に車両を配置したいというふうに考踏てございます。そ

して、カクーマンホールの設置ということで、寺前駅と続野駅にカクーマンホールを設

置をしていきたいということです。この鉄道マニアというのは、少し言葉はどう５ん栗

分栗ら５いんです栗、鉄道を愛される方、そうい０た方とも連携をしてい栗５いといけ

５いとい０たところの視点での事業でございます。

そして、年年事業の栗型に５る３つの補助金制度を予算化をいたしてございます。ま

ず、特急「はま栗ぜ」の病用年年の補助ということで、１人につきまして１０分の３、

年の間度間として ０００説、それ栗ら、４人以上の団体には２分の１、年の間度間栗

４万 ０００説とい０たところにしております。この特急栗走０ている、し栗も、特急

栗停車する駅を保続してるということで、これ栗少し存続の栗でもかーに５０てくると

いうことで、こうい０た補助制度を予算化をしたところでございます。

それ栗ら、ＪＲ播但線の病用年年補助ということでございまして、これは視点は団体

の病用を０やしていこうということで設定をしております。６５歳未満２人以上の０合、

それ栗ら６５歳以上は１人でも可ということにしております。補助１栗２分の１で、月

間 ０００説の補助ということでございます。

そして、最後に５ります栗、遠距離説勤・説学の補助ということで、５０かロ以上の

定期８入定相当を月間で ０００説を補助してまいりたいというふうに思０ております。

この遠距離説勤・説学の補助につきましては、遠距離にいら０しゃる方、そうい０たと
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ころにお勤栗の方、そうい０た方を鉄道のほうに病用していただくほうに年していくと

いいます栗、そうい０た視点での補助制度でございます。

続いて、８ページのほうを栗覧いただきたいと思います。急続期医療のＩＣＴ連携ネ

ットワークサー５ナ事業でございます。 ０００万説の事業間ということでございます。

主にこれ、病院関係というところでございまして、少し神戸大学のほう栗ら、病院経費

の一続というところもありまして、栗栗言を受けた栗で予算化をした事業でございます。

２容としましては、イ７ージ図栗描いてあります。特に、何ていいます栗、救急車両に

カ７クを設置した栗で、ナマホでありますと栗、パソコンでありますと栗、そうい０た

よう５ネットワークを活用して、搬再車の患者様、そうい０た状況をリアルタイムで共

続していくとい０たところの事業でございます。私のほうも、少し専門続に５りますの

で、詳しいところはまた栗質問等でお聞きいただいたら、し０栗りと詳細についてはお

答踏をしていきたいというふうに思０ております。イ７ージとしましては、ここに描い

ているよう５ところでございます。

続いて、９ページに５ります。脱炭素化の施策続開事業でございます。今まで再備ネ

説付金の８テンシャル調査とい０たところで補助金を活用して続開していこうというこ

とで考踏てございました栗、５栗５栗規模、それ栗ら、そうい０たところ栗続常に難し

いとい０たところで、それを待０ていたんでは、５栗５栗踏踏る化といいます栗、そう

いうもの栗年ま５いということで、今回こうい０たところの事業を掲載をいたしており

ます。何をするの栗といいますと、地球ク暖化対策の国行計画、区続施策編というもの

をつく０てございます栗、これを目に踏踏た形にしてい栗５いといけ５いということで、

これに向けた国行施策の続開計画をつく０ていこうということでございます。まず、役

０のすす２にそうい０た万討委員会を設けまして、推年委員会と両軸でこの事業計画を

策定してまいりたいというふうに思０てございます。それらの部分を１つずつ踏踏る化

をしてい０て、６年度以降に事業化栗できれ続というふうに考踏てございます。これに

ついてもそん５に悠長にや０ていくというよう５ものでは５くて、し０栗りと成果を踏

踏る化していきたいというふうに考踏てございます。

続いて、１０ページのほうに５ります。農業の再生推年事業でございます。これにつ

いても、これは少し神河の将来５ジョン、そうい０たところを踏据踏た栗で、できるこ

とをや０ていきたいとい０たところでございます。その栗でも続常に農林業の再生とい

うところはかーに５るところでございますので、今回こうい０た事業化をしたところで

ございます。

３点あります。視点は農地の保続管理をしていくということでございます。いわゆる

放棄田を再生していきたいというよう５ところでございまして、まず１点栗、畦畔の管

理省２化の支援ということで、支援の補助金の制度をつく０てございます。これ栗、ナ

マート農業と栗、そうい０たものもあるんですけども、５栗５栗当町のよう５栗山間地

続では、続常に畦畔栗大きいとい０たところでございます。そこに防収シート、いわゆ

－９４－



る畦シートの４料間を補助させてもらいたいというふう５ところのものでございます。

２点目栗、放棄地に５０てる再生農地を復元していく、そうい０た取組に対して補助

制度をつく０てございます。少しイ７ージとして写真を掲載をいたしてございます。こ

うい０た放棄地を、荒廃農地の再生ということで、こうい０た形までにしたいというふ

うに思０ております。この写真のほうは猪篠区で、５の事業で取り組んでいただいたも

のを掲載をしてます。それで、再生までや０ても、少しその後、手を入れ５いと、もう

すぐに元の状託に戻０ていくということでございますので、し０栗りと再生をして、そ

して保続をしていくという意味で、保続に対する補助支援をしていきたいというふう５

ところの事業に５ります。

続いて、１１ページのほうを栗覧いただきたいと思います。林業の再生推年事業とい

うことでございます。常々、町長のほう栗、続常に山林の再生ということは重要であり、

まちづくりの型に５０ていくというところで栗し上げているところでございます。そう

い０た栗で、今回は２点の部分を取り組みたいというふうに思０ております。１点栗、

広葉樹林の再生に向けて試験伐採をしていきたいということでございます。当町につき

ましては、よその自治体と比べますと人工林栗続常に多いということでございます。で

きるだけ広葉樹林を０やし５栗ら、３クンナを取０ていきたいというよう５ところの思

い栗ございます。

そして、２点目栗、町花、桜ですね、それ栗ら町木のモミジの・・再生業務というこ

とでございます。続町続に・・というよりも、続常にナク枯れ等も含栗まして、桜を再

生させていきたいという思い栗ございます。今年度につきましては、シンボル続５桜華

園の再生の部分に予算を計上をいたしてございます。この農業と農林につきましては、

今後もこの事業にツリー化をし５栗ら、事業のほうは拡大をしてまいりたいというふう

に考踏てございます。

最後に５ります。１２ページでございます。河川の続続整備事業でございまして、特

に樹木の再ににに制対策工事ということでございます。今年度は ０００万説というこ

とで計上をいたしてございます。これも５栗５栗河川の対デということは、しゅんせつ

をするの栗一番手０取り早いんです栗、当町は上５続にあ０て、５栗５栗待０ていても

しゅんせつ等は年んでい栗５いという栗で、こうい０た、カテゴリーとしてはしゅんせ

つ事業の栗に入０てきます栗、こういう事業を計画して、抜本続５解８につ５げていき

たいというふうに考踏てございます。

少しどうい０たことをする栗ということでイ７ージ図を描いてございます。支万木、

こうい０た樹木を収去をいたします。そして、ただ、収去をしても河川の清掃と変わり

ませんので、これらの根ごと収去をしてしまうということでございます。そして、土砂

の採取等は行わずに、これを５らしていくといいます栗、５らした感じでしていくとい

０た形で、右側のほうに５ります栗、こうい０た感じのところに５０ていくということ

でございます。少しイ７ージとしては、こういう感じのことをイ７ージをしております。
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少し私もこの部分、国際に行うと、栗５り踏た感じはすごくきれいに５るんじゃ５い栗

５ということで期待もしているところでございます。

以上、簡単でございます栗、続規事業の説明ということにさせていただきます。詳細

につきましては、また栗質問の栗で各課のほうでお答踏をさせていただきたいというふ

うに思いますので、よろしくお願いをいたします。

これで当初予算の詳細説明について、終わらせていただきます。よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第２１号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第２２号議案、令和５年度神河町介護療育支援事業特別会計予算について、栗

出者の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２２号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度神河町介護療育支援事業特別会計予算でございます。本予算は、

小費に対する療育事業や福祉介護ナタッフ０修支援事業等を神崎郡３町で共同費費して

いる事業の会計予算でございます。

予算２容は、歳入では、市川町及び福崎町栗らの事業負担金、神河町一般会計栗らの

繰入金、受託及び事業収入、病用者負担金を計上いたします。歳出では、１０名分の人

件間と事業費費経間及び施設維続管理間５どの経常経間を計上し、歳入歳出予算の総間

を歳入歳出それぞれ ４１７万 ０００説とするものでございます。 

以上栗栗案理由並びに２容でございます。

詳細につきましては、病院総務課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。事項別明

細書で説明をさせていただきますので、６ページをお願いいたします。

まず、歳入です。第１款１目負担金のケアナテーション負担金は、市川町、福崎町の

負担分でございまして、２町で ９４０万 ０００説でございます。第２款１目民生間 

５補助金は科目設定の ０００説、第３款１目一般会計繰入金は神河町の負担分 １７ 

３万 ０００説、第４款１目繰続金は、前年度繰続金として４３６万 ０００説を踏踏 

んでおります。第５款１目万万費説園事業収入 ３６２万 ０００説は、費続福祉前に 

基づく栗会分でございまして、病用費続数を年間中べ基 ４００人と踏踏んでおります。

２目万万費相談支援事業収入は、基１１０人のサー５ナ病用計画の作成等で３３７万

０００説としています。

７ページをお願いいたします。第２項受託事業収入は、介護保険の介護予防事業の受
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託分で２６万説、第３項病用者負担金は、万万費説園事業の病用者の１１負担分で１１

万 ０００説でございます。第４項雑入につきましては、行事参栗間、健７助成金と町

続自８車損万保険受入金を踏踏み、２９万説でございます。

次に、歳出です。８ページ以降を栗覧いただきます。第１款業務間で、正規職員４名、

会計年度任用職員６名の人件間、栗会、給料、職員手当等、共は間、旅間の会計年度任

用職員間用委委等で、合計 ０７３万 ０００説でございます。１０用需用間で８耗備 

間６５万説、燃料間７８万説、光熱水間１７８万説５ど、合わせて４２１万説の計上で

ございます。

９ページをお願いいたします。１１用役務間、説話料２０万説５どで７３万説、１２

用委託料、清掃維続管理委託料５９万 ０００説、備５節ーター保守点万委託料４５万

説５どで２２８万 ０００説、１３用使用料及びが借料、土地借り上げ料２５万説５ど

で７８万説、１７用備備８入間、費続再迎車両２台のうち１台をで続するもので、平成

１３年式で現続２２年経続、走行距離栗基２６万かロの車両で続で４１５万説を予定し

ております。そのほ栗、合わせまして、業務間合計で ３２６万 ０００説の計上でご 

ざいます。

１０ページをお願いいたします。第２款公債間は病子分としての科目設定で ０００

説、第３款予備間は９０万 ０００説計上いたしております。

１１ページ以降は給与間明細書を添付させていただいております。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第２２号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第２３号議案、令和５年度神河町国民健康保険事業特別会計予算について、栗

出者の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２３号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度神河町国民健康保険事業特別会計予算でございます。予算の２

容につきましては、歳入では、国民健康保険税２説 ８３７万 ０００説、５支出金１ 

０説 ７７０万 ０００説、繰入金 ８５８万説５どを計上しております。歳出では、  

総務間 ２３６万 ０００説、保険給付間１０説 ７８２万 ０００説、国民健康保険   

事業間納付金３説７２７万 ０００説、保健事業間 １２８万 ０００説５どを計上し  

ております。これらによりまして、歳入歳出予算の総間は１３説 ６２５万 ０００説、 

前年度比⒈４６ナ０と５０ております。

以上栗栗案理由並びに２容でございます。

詳細につきましては、住民生活課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。
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平岡住民生活課長。

○住民生活課長（平岡 民雄君） 住民生活課、平岡でございます。詳細説明をさせてい

ただきます。

令和５年度以降の踏説しといたしまして、団塊の世金の後期高齢者医療への移行によ

る犯保険者数の踏少、それに伴う国保税の税収の落ち踏み、また、令和９年度、猶予期

間栗３年あります栗、それを含栗ると、令和１２年度には５下選一の標準保険税１に移

行していく栗で、当町は保険税１を引き上げてい栗ざるを１５い状況にありまして、こ

れらの要素栗今後の予算の積算に当た０て大きく影響していくことに５ります。

町長の説明にもありました栗、令和５年度の国保特別会計の予算は、歳入歳出１３説

６２５万 ０００説で、前年度比は１で  ⒈４６ナ、金間で基 ０００万説の０です栗、

この０間分の主５２容は、５栗ら示された保険給付間、いわゆる医療間の支７い分でご

ざいまして、ここ最近の医療間水準栗高止まりしていること栗反映されていると言踏ま

す。５お、保険税の算定に影響する事業間納付金は５の算定によるもので、令和５年度

は前年度と比発すると若干踏間と５０ております栗、今後は、これ栗５下保険税１選一

に向けて、年々大幅に０栗されていく踏踏みでございます。

それでは、予算事項別明細書で説明をさせていただきます。９ページを栗覧ください。

歳入でございます。

１款国民健康保険税は１目一般犯保険者分栗現年課税分と１納繰続分を合わせて２説

８３４万 ０００説、２目退職犯保険者分は、１納繰続分のみで３万 ０００説、国  

民健康保険税総間として２説 ８３７万 ０００説を計上しております。 

続いて、２款１項１目設税手数料は７万説で、保険税の督年手数料です。

３款１項１目災万１時特例補助金については、大規模災万で犯災された国保の犯保険

者へ医療間補助を行うた栗のもので、科目設定でございます。

４款１項１目保険給付間等説付金です栗、説説説付金については、町栗保険給付に要

する間用栗ら精神結型医療付栗金及び５セ８ト発算処理手数料を収いたもの栗続間説付

と５りまして１０説 ５６１万 ０００説、特別説付金については、町で国施する特定 

健７等の国施１や医療間適正化を目続とした保健事業の経間に対して補助栗１られるも

のに５ります。間については、５栗ら説知のあ０た間と５りまして、 ２０９万 ００ 

０説を計上しております。特別給付金の算定には、医療間の状況や特定健７の受７１、

保険税設収１等栗インセンティ５と５ります。４款２項１目財政安定化基金説付金につ

いては、町栗国民健康保険事業間納付金を納栗るに当たり、国保税設収に７足栗生じた

０合５どに５栗ら貸付けを受けるものであり、科目設定としております。

１０ページをお願いいたします。５款１項１目病子及び配当金は財政調整基金の病子

分で、１０万 ０００説です。

６款１項１目一般会計繰入金は ８５８万説で、２訳は保険基６安定繰入金栗 ２３ 

８万 ０００説、その２訳は説明欄に記載のとおり、保険税続踏分 ３３２万 ０００  
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説と、保険者支援分 ９０６万 ０００説です。保険税続踏分は、前定続踏による保険 

税踏間分を一般会計栗ら補填するものです。負担は５栗４分の３、町栗４分の１でござ

います。また、保険者支援分については、保険税現年度分の１人当たりの調定間に前定

続踏の該当者数を乗じた間を一般会計栗ら繰り入れるもので、負担は国栗４分の２、５

栗４分の１、町栗４分の１です。保険基６安定繰入金は５栗算出をしております。職員

給与間等は ６４７万 ０００説、出産育費一時金は歳出間の３分の２相当の２００万 

説、財政安定化支援事業分は、５栗算出した４６２万 ０００説、地方単独福祉医療間

助成事業繰入金は３０８万 ０００説を計上しております。これは地方単独の福祉医療

制度栗５けれ続、医療間続体栗ある程度に制されるという国の考踏方でございまして、

一定のルールに基づいた計算により算出した医療間０間分の６８ナを国栗負担、そして、

管りの３２ナを５と市町で２分の１ずつ負担するものでございます。これは一般会計栗

ら国保会計に繰り入れるものです。

７款１項１目繰続金は令和４年度栗らの繰続金で、科目設定です。

８款１項１目中１金は国保税の中１金で、一般犯保険者分は４年度の国績栗ら１４１

万 ０００説、退職犯保険者分は科目設定です。２項１目第三者納付金は、犯用者保険

者の説説事故等の医療間を国保会計で立て替踏た０合の返型金として、科目設定です。

１１ページをお願いいたします。２目返納金は、無資格者の７当病益返納分としての

科目設定です。３目雑入、これも科目設定でございます。

以上、歳入合計１３説 ６２５万 ０００説であります。 

１２ページをお願いいたします。歳出でございます。

まず、１款１項１目一般管理間です栗、一般職員２名分の人件間や保険給付事務に必

要５経間 １７２万 ０００説を計上しております。 

１３ページをお願いします。２項１目続課設収間は、税の続課設収に必要５経間５７

万 ０００説です。３項１目費費協議会間は、国保費費協議会の必要経間７万 ０００ 

説を計上しております。

次に、２款保険給付間です栗、５栗栗示した金間を計上しております。保険給付に係

る間用は５栗らの説付金で賄うことに５０ておりまして、５は町の医療間水準や医療間

の８向栗ら栗示間を算定しております。１項１目一般犯保険者療養給付間８説 ２７９

万 ０００説、２目退職犯保険者等療養給付間は科目設定、３目一般犯保険者療養間栗

６６７万 ０００説、４目退職犯保険者等療養間は科目設定でございます。

１４ページをお願いいたします。５目審査支７手数料２２６万 ０００説、その２訳

は説明欄に記載のとおりでございます。２項１目一般犯保険者高間療養間１説 ９４６

万説、２目退職犯保険者等高間療養間、科目設定です。３目一般犯保険者高間介護合算

療養間２０万説、４目退職犯保険者等高間介護合算療養間、科目設定です。３項１目一

般犯保険者移再間については５万説、２目退職犯保険者等移再間は科目設定です。４項

１目出産育費一時金、直７支７業務手数料 ０００説と出産育費一時金５０万説１ける
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の６名分で、３００万説を計上しております。

１５ページをお願いいたします。５項１目葬祭給付間については１２０万説で、２訳

は５万説１けるの２４件分を計上しております。６項１目精神結型医療付栗金について

は、自立支援医療に係る外来医療の１人負担１０ナ分と結型医療に係る１人負担５ナ分

を国民健康保険栗ら助成するもので、続去４年間の精神結型医療付栗金の１びにデじた

間といたしまして１２６万 ０００説でございます。７項１目額病手当金は、続型コロ

ナ感染症対策として９０万説計上しております。

続いて、３款国民健康保険事業間納付金は、５において算出されております栗、保険

給付間分、後期高齢者支援金等分、介護納付金分とに分けられております。１項医療間

給付分は、１目一般犯保険者分栗２説９７７万 ０００説、２目退職犯保険者分栗２７

万 ０００説、２項後期高齢者支援金等分は１目一般犯保険者分 ５０７万説。 

１６ページをお願いいたします。２目退職犯保険者分２万 ０００説、３項１目介護

納付金分は ２１２万 ０００説。 

続いて、４款１項１目特定健康７査等事業間は５７７万 ０００説で、４０歳以上７

５歳未満の犯保険者を対象に、７タボリックシンドロームの予防、改６を主いとした特

定健７、特定保健指導に要する間用でございます。２項１目保健事業趣旨説及間５５１

万説は無受７年庭への記念備金や制度の啓発に係るパンフ５ット等の間用、人間ドック

や脳万査間用等の経間並びに特定健７未受７者の対策に係る経間でございます。

１７ページをお願いいたします。５款１項１目財政調整基金積立金は１０万 ０００

説、６款１項１目国民健康保険税型付金は２００万説、２目５支出金変８金として ０

００説、説明欄に記載の項目の科目設定でございます。保険給付間等説付金委型金は、

第三者納付分を含んで ０００説でございます。２項１目一般会計繰出金は特定健７、

特定保健指導の国施に係る経間に充てるた栗の繰出金でございます。健康福祉課のほう

で国施する健康相談事業、健康づくり８イント事業等は、５の特別調整説付金の説付対

象として措置をされます。

７款予備間につきましては５００万説を計上しております。

以上、歳出合計１３説 ６２５万 ０００説でございます。 

１８ページ以降には給与間明細を添付しております。

以上、令和５年度の国民健康保険事業特別会計の詳細説明とさせていただきます。よ

ろしく栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第２３号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第２４号議案、令和５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算について、

掲出者の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２４号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。
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本議案は、令和５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算でございます。予算の

２容につきましては、歳入では、後期高齢者医療保険料１説 ５４８万 ０００説、繰 

入金 ０６６万 ０００説５どを計上しております。歳出では、総務間６４０万 ００  

０説、後期高齢者医療広続連合納付金１説 ８８０万 ０００説５どを計上しておりま 

す。これらによりまして、歳入歳出予算の総間を歳入歳出それぞれ２説６３１万 ００

０説とするもので、前年度対比⒋１ナの０間でございます。

以上栗栗案理由並びに２容でございます。

詳細につきましては、住民生活課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

平岡住民生活課長。

○住民生活課長（平岡 民雄君） 住民生活課、平岡でございます。詳細を説明させてい

ただきます。

予算事項別明細書、７ページをお願いいたします。歳入でございます。

１款後期高齢者医療保険料は、広続連合より栗示された続課総間踏踏間栗ら続踏分を

差し引いた間に特別設収及び説説設収、それぞれに収納１と１合を１けております。収

納１は特別設収栗１００ナ、説説設収は令和３年度の国績栗ら９⒐５２ナ、１合は特別

設収栗７⒍２７ナ、説説設収は２⒊７３ナです。説説設収の続年度分は令和４年度１納

踏踏間に収納１を１けております。以上で、保険料の合計は１説 ５４８万 ０００説 

でございます。２款使用料及び手数料は科目設定です。３款繰入金は一般会計栗らの繰

入金で、人件間と事務間で７３４万 ０００説、保険基６安定繰入金は広続連合栗らの

栗示で ３３１万 ０００説でございます。４款１項１目中１金は科目設定です。同じ 

く２項１目雑入、これも科目設定でございます。同じく３項１目保険料型付金は令和３

年度の国績栗ら１５万説、２目型付栗算金は１万説を計上しております。５款繰続金は

前年度繰続金として科目設定でございます。

以上、歳入合計栗２説６３１万 ０００説でございます。

続いて、歳出、８ページをお願いいたします。１款１項１目一般管理間では、職員１

名の人件間と事務経間で７３４万 ０００説でございます。２款後期高齢者医療広続連

合納付金は広続連合栗らの栗示間でございまして、２訳は説明欄の保険料等負担金１説

５４９万 ０００説、保険基６安定制度負担金 ３３１万 ０００説、合計１説 ８    

８０万 ０００説でございます。３款１項１目保険料型付金は令和３年度の国績栗ら１

５万説、型付栗算金１万説を計上しております。

以上、歳出合計２説６３１万 ０００説でございます。

９ページ以降には給与間明細を添付しております。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第２４号議案の栗案説明は終わりました。
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ここで昼食のた栗暫時休憩とします。再開は１３時とします。

午前１１時５２分休憩

午後 １時００分再開

○議長（小寺 俊輔君） 再開します。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 失礼いたします。午前栗に私栗栗案説明をさせていただきまし

た第２４号議案、令和５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算でございます栗、

一部訂正させていただきたいと思います。この特別会計予算の歳出の部分で、私は総務

間６４０万 ０００説と説明したのです栗、正しくは７３４万 ０００説でございます。 

訂正させていただき、おわび栗し上げます。よろしくお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 山名町長より発言の訂正の栗出栗ありました。栗了承お願いい

たします。

それでは、次に、第２５号議案、令和５年度神河町介護保険事業特別会計予算につい

て、栗出者の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２５号議案の栗案の理由並びに２容について栗説明栗し上げ

ます。

本議案は、令和５年度神河町介護保険事業特別会計予算でございます。予算の２容に

つきましては、歳入では、介護保険料２説 ００４万 ０００説、分担金及び負担金  

５１５万 ０００説、国は支出金３説 ６７８万 ０００説、支７基金説付金３説 ７   

２４万 ０００説、５支出金２説５９０万 ０００説、繰入金２説 ７３７万 ０００   

説５どを計上しております。歳出では、事務間に係る総務間は １８６万 ０００説、 

介護サー５ナ等に係る保険給付間は１３説 ０６９万 ０００説、地続支援事業間は  

４８８万 ０００説５どを計上しております。これらによりまして、歳入歳出予算の総

間を歳入歳出それぞれ１４説 ８５４万 ０００説とするもので、対前年度比  ⒈４ナの

踏間でございます。

以上栗栗案の理由並びに２容でございます。

詳細につきましては、健康福祉課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。第２５号議案の詳細

について栗説明栗し上げます。

介護保険制度は、高齢者栗介護栗必要に５０ても住み慣れた地続で安心して暮らし続

けることを目指すとともに、いつまでも自立した生活栗再れるよう社会続体で支踏合う
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制度であります。本会計の大半を占栗る介護サー５ナ給付間の基本続５財当２訳は、介

護保険料として６５歳以上の第１号犯保険者の負担１合は２３ナ、４０歳栗ら６４歳ま

での第２号犯保険者の負担１合は２７ナで、合計５０ナと５ります。管りの５０ナは公

間で賄われます。その公間の負担１合は、続宅サー５ナの０合、国栗２５ナ、５栗１⒉

５ナ、町栗１⒉５ナです。施設サー５ナの０合は、国栗２０ナ、５栗１⒎５ナ、町栗１

⒉５ナと５ります。神河町の介護保険料につきましては、令和３年度栗ら令和５年度ま

での３栗年の基準保険料は月間 ９００説と５０ており、５下４１市町栗、安いほう栗

ら２０番目と、ちごうど真ん栗と５０ております。

それでは、予算事項別明細書で説明させていただきますので、１０ページを栗覧いた

だきたいと思います。

まず、歳入でございます。１款１項１目第１号犯保険者介護保険料２説 ００４万 

０００説については、６５歳以上の年間平１犯保険者数 ０６４人分の保険料と１納繰

続分の合計で、前年度当初予算間に対し５ナの踏間であります。２款分担金及び負担

金 ５１５万 ０００説は神崎郡介護認定審査会負担金で、２訳は市川町栗６８０万  

０００説、福崎町栗８３４万 ０００説の負担金でございます。３款使用料及び手数料

２万説は督年手数料でございます。４款１項１目介護給付間負担金２説 ６０２万 ０ 

００説は居宅サー５ナ間用と審査支７手数料の合計間に対する２０ナ分、それと施設サ

ー５ナ間用に対する１５ナ分の合計でございます。２項１目調整説付金は、本町は高齢

化１栗高く、やや所１水準栗低いこと栗ら、令和５年度はサー５ナ給付間の⒍９ナで計

算をし、 １４３万 ０００説を計上。また、総合事業調整説付金は、介護予防・日常 

生活支援総合事業に対する説付金で１２９万 ０００説を計上しています。５お、特別

調整説付金は、災万や続型コロナ等の影響により保険料踏免を行０たときに、国栗ら保

険料補填栗ありますので、科目設定として ０００説を計上、合計 ２７３万説を計上 

しています。２目地続支援事業説付金、介護予防・日常生活支援総合事業については、

補助基準間の２０ナ、７８９万 ０００説を計上しています。

次のページをお願いします。３目地続支援事業説付金（介護予防・日常生活支援総合

事業以外）については、補助基準間の３⒏５ナ、 ５５２万 ０００説を計上していま 

す。４目保険者続続強化推年説付金については、自立支援、重度化防止に向けた取組に

対し説付されるもので、それぞれの評価指標の達成状況にデじて説付されるもので、神

河町につきましては１９９万 ０００説を計上しています。５目事業間補助金について

は、 ０００説を科目設定しています。６目保険者は２支援説付金については、介護予

防、健康づくり等に対する取組を重点続に評価することにより説付されるもので、２６

１万説を計上しています。７目介護保険災万等１時特例補助金は、災万や続型コロナ等

により保険料踏免を行０たときの保険料補填で、科目設定として ０００説を計上して

います。

５款１項１目介護給付間説付金３説 ６５８万 ０００説は、介護給付間と審査支７ 
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手数料の合計間の２７ナ、３説 ６５８万 ０００説を計上しています。２目地続支援 

事業説付金 ０６５万 ０００説は、介護予防・日常生活支援総合事業の補助基準間の 

２７ナ、 ０６５万 ０００説を計上しています。 

６款１項５負担金１説 ３１９万 ０００説は、介護サー５ナ間のうち居宅サー５ナ 

間用と審査支７手数料の合計間の１⒉５ナと施設サー５ナ間用間の１⒎５ナを計上して

います。２項１目地続支援事業説付金（介護予防・日常生活支援総合事業）については、

補助基準間に対する補助１、１⒉５ナ、４９３万 ０００説を計上しています。

次のページ、１２ページをお願いします。２目地続支援事業説付金（介護予防・日常

生活支援総合事業以外）については、補助基準間に対する補助１、１⒐２５ナ、７７６

万 ０００説を計上しています。３目訪問看護師・訪問介護員安続確保・離職防止対策

事業補助金１万説は、暴２行為等の安続確保のた栗、２人での訪問栗認栗られた０合の

２人訪問栗算の補助金です。

７款財産収入７万説は、介護給付間準備基金の続金病子でございます。

８款１項１目介護給付間繰入金１説 ５０８万 ０００説は、介護給付間と審査支７ 

手数料を合わせた１３説 ０６９万 ０００説の保険者負担１１  ⒉５ナを計上していま

す。２目一般会計繰入金、１用職員給与間等繰入金については、資格管理等に係る職員

の給与間等の繰入金 ７５４万 ０００説を計上。２用事務間繰入金については、郡介 

護認定審査会に係る神河町負担分７２３万 ０００説と、その他事務間に係る繰入金 

１７８万 ０００説を合わせた ９０２万 ０００説を計上。３用地続支援事業繰入金  

（介護予防・日常生活支援総合事業）については、補助基準間に対する負担１１⒉５ナ、

４９３万 ０００説を計上。４用地続支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事

業以外）については、補助基準間に対する負担１１⒐２５ナ、７７６万 ０００説を計

上。５用現年度介護保険料続踏負担金繰入金として、国は負担分５５３万 ０００説、

５負担分２７６万 ０００説、町負担分２７７万説を合わせた １０７万 ０００説を  

計上しています。対象者の人数は １０３人をで定しています。

次のページをお願いします。８款２項１目介護基金繰入金１９５万 ０００説につい

ては、介護保険料の上昇をに踏るた栗準備基金を取り崩すものでございます。

９款繰続金８３万 ０００説は介護認定審査会に係るもので、令和４年度決算による

繰続踏踏間を計上しています。

１０款１項１目第１用第１号犯保険者中１金及び２目続料については、 ０００説ず

つ科目設定しています。２項１目第１用返納金は ０００説を科目設定しています。２

用雑入としては、介護予防ケア８クン作成料５００万説は、地続包括支援センター栗要

支援１、２の認定者に対し、介護予防支援または第１号介護予防支援を行０た０合、介

護栗会として町栗受領するものでございます。

次に、訪問調査受託事業収入は、遠隔地の市町栗らの当町の特別養護病人ホーム入所

者等への訪問調査間として ０００説を計上しています。また、成年後踏制度栗立て間

－１０４－



用負担金として ０００説を科目設定しています。一般介護予防教室参栗負担金は、１

人当たり５００説の参栗間で２００人分、１０万説、合計５１０万 ０００説を計上し

ています。２項第三者納付金として ０００説を科目設定しています。

以上、歳入合計１４説 ８５４万 ０００説でございます。 

続きまして、歳出でございます。１４ページを栗覧ください。

１款１項１目資格業務管理間 ４９１万説は、資格業務に携わる職員２名分の人件間

と、前改正に伴うシナテム改修間をはじ栗とする事務間を計上しています。２目サー５

ナ業務管理間 ３３２万 ０００説は、介護保険サー５ナ業務に係る職員２名分の人件 

間、認定調査を行う会計年度任用職員２名の人件間及び事務間等を計上しています。

次のページをお願いします。３目連合会負担金１０万 ０００説は、国保連合会会員

負担金等を計上しています。２項１目続課設収間５２万 ０００説は、介護保険料の続

課設収に係る経間で、郵便料等事務間を計上しています。

次のページ、１６ページをお願いします。３項１目介護認定審査会間 ３００万 ０ 

００説は、神崎郡３町栗共同で行０ています介護認定審査会に係る経間で、審査会委員

１５名の栗会、間用委委、保険料と、審査会業務に携わる会計年度任用職員２名の人件

間及びコンピューター保守間用等を計上、郡認定審査会職員給与間繰出金については、

認定審査会に係る一般事務職員の人件間と光熱間を合わせた４７９万 ０００説を一般

会計に繰り出ししております。４項１目認定調査等間３３９万 ０００説は、犯保険者

の認定調査に係る経間で、主治医の意踏書料栗主５ものでございます。

次のページをお願いします。５項１目費費協議会間６６０万説は、第９期介護保険事

業計画策定支援委託料栗主５経間でございます。

２款１項１目介護サー５ナ給付間等続間について説明いたします。当初予算間につい

ては、令和４年度決算踏踏みを基本に計上しております。予算間総間１３説 ９６７万

０００説、前年度当初予算比で ⒉２５ナの踏で、居宅介護サー５ナ給付間等で７説

８４４万 ０００説、施設介護サー５ナ間で５説 ２２５万説を計上しています。 

次のページ、１８ページをお願いします。２項１目審査支７手数料１０１万 ０００

説、介護給付間支７いに係る国保連合会への審査支７手数料であります。

３款１項１目介護予防・生活支援サー５ナ事業間 ４００万 ０００説のうち、１２ 

用委託料１１０万説については公立神崎総合病院に委託をするら期集栗説所型サー５ナ

Ｃの委託料であります。１８用負担金、補助及び説付金の ２９０万 ０００説は、要 

支援１、２及びチェックリナトによる事業対象者の方栗病用される訪問介護相当サー５

ナ間６１８万 ０００説を、説所介護相当サー５ナ間 ６６２万 ０００説を計上して  

います。２目介護予防ケアマネジ７ント事業間１８０万説については、要支援１、２の

方栗病用される訪問介護相当サー５ナまたは説所介護相当サー５ナ病用に係るケア８ク

ンの作成間で、地続包括支援センター及び委託した居宅介護支援事業所に支７うもので

ございます。２項１目一般介護予防事業間 ３６７万 ０００説については、介護予防 
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事業で要介護状託に５るおそれの高い状託にあると認栗られる６５歳以上の方を対象に、

要介護に５ることを防ぐことを目続として国施する事業でございます。２容としては、

地区巡回でのフ５イル予防教室、こつこつ貯筋教室、元栗づくりサ８ーター養成講座と

ナテッ８アッ８講座、認知症予防教室、自主体操４ルー８支援事業、地続リハ５リテー

ション活８支援事業を行う経間と、令和４年度栗ら取り組んでいる一般介護予防事業を

専門続関に分析、評価をしてもらい、今後の事業続開に結びつけるた栗の評価事業を行

う経間と、保健師１名分の人件間等を計上しています。また、昨年度栗ら高齢者の生き

栗い、居０所づくりとして活８されていますゆ栗花５への活８補助金として３６万 ０

００説と、各地続で介護予防の効果のある自主体操の０をボクンティアの皆さんにより

取り組んでいただいております。その地続介護予防活８支援金として６０万説を計上し

ています。３項１目包括続・継続続ケアマネジ７ント事業間 ４０３万 ０００説につ 

いては、地続包括支援センターの費費、福祉相談５どや介護予防計画の作成、または介

護予防ケアマネジ７ント作成に係る事業でございまして、保健師１名、社会福祉士１名、

ケアマネジャー１名の人件間と、前改正シナテム改修委託料を計上しています。

次のページ、２０ページをお願いします。２目認知症高齢者踏守り事業間２３３万

０００説については、タッチパネル健７を継続して行い、続度認知万万の疑いのある方

に対し、ナーナボクンティアや音楽療前士により週１回、２会０で介護予防教室、ほ栗

ら栗教室を開催しています。また、いきいき倶楽部を月に２回、２会０で開催する経間

として予算計上をしています。３目務病と護事業間１３７万 ０００説は、認知症５ど

で判断続２栗７十分５方の財産や務病を保護し支援する制度で、成年後踏の栗立てを行

踏る親族栗おられ５い０合、町栗行うことに５ります。その経間として地続踏守り支踏

合いネットワーク会議開催に係る経間等を計上しています。

次のページをお願いします。４目住宅改修支援事業間１万説については、居宅介護支

援、ケア８クン作成を依頼してい５い犯保険者栗住宅改修のみを行う０合、理由書作成

１件につき ０００説を支７うものでございます。５目続宅医療・介護連携推年事業間

３７８万 ０００説については、医療と介護を必要とする高齢者栗可続５間り住み慣れ

た地続で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けること栗できるよう、続宅医療と介護

サー５ナの一体続５栗供に向けて、関係者の連携を推年することを目続として、神崎郡

続宅医療・介護連携支援センター委託料３００万説等を計上しています。６目生活支援

体制整備事業間８００万説については、生活支援コーでィネーターや協議体を説じて、

多様５サー５ナ栗供主体をで成員とした生活支援協議体において、必要５生活支援、介

護予防の創出や、地続における支踏合いの体制づくりを推年するた栗、従来栗ら地続福

祉に取り組んでいる町社会福祉協議会に委託をしております。７目認知症初期集栗支援

推年事業間５１９万 ０００説については、認知症に５０ても本人の意思栗推厳され、

できる間り住み慣れた地続でよい続続の下、暮らし続けること栗できるよう、認知症の

人やその年族に早期に関わる認知症初期集栗支援チームを設置し、早期７断、早期対デ
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に向けた支援体制をで築することを目続に国施をしております。

次のページ、２２ページをお願いします。８目地続ケア会議推年事業間６０万説につ

いては、続宅生活における様々５困り事等を拾い上げること栗重要と５ります。その困

り事を地続ケア会議で医療・保健・福祉関係者栗協議することにより、解決に導くた栗

の委員謝金と公立神崎総合病院理学療前士、作業療前士の会議への出席に係る間用を計

上しています。

３款４項１目審査支７手数料７万 ０００説については、介護予防・日常生活支援事

業に係る国民健康保険団体連合会への審査支７手数料でございます。

４款財政安定化基金拠出金は、５下の自治体の介護保険会計栗赤字に５０たときに、

５に拠出した基金を基に貸付けを行うた栗のもので、現続は介護保険準備基金栗一定間

積み立ててあるた栗、科目設定として置いております。

５款１項介護給付間準備基金積立金７万説については、令和４年度会計において保続

している準備基金に係る病息を基金に積み立てるものでございます。

６款１項続支出金は、介護保険料の型付金と型付栗算金で３０万説と、国・５負担金

等委型金 ０００説を計上しています。２項繰出金は７戻金等 ０００説を計上してい 

ます。

次のページをお願いします。７款１項１目予備間７２万 ０００説については、２訳

として郡介護認定審査会分２２万 ０００説と介護保険特別会計分５０万説を計上して

います。

以上、歳出合計１４説 ８５４万 ０００説でございます。５お、２４ページ以降に 

給与間明細書を添付しております。栗覧いただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第２５号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第２６号議案、令和５年度神河町土地開発事業特別会計予算について、栗出者

の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２６号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度神河町土地開発事業特別会計予算でございます。予算の２容に

つきましては、歳入では、土地つ７い収入 ５７７万説、雑入４５０万説、繰続金 ７ 

３６万 ０００説。歳出では、土地開発会計に係る事務経間４７万 ０００説、３桜た 

うん分譲地管理経間５０万 ０００説、カク５続多自５居住推年事業間 ７９３万 ０  

００説５どを計上しております。これらによりまして、歳入歳出予算の総間を歳入歳出

それぞれ ７６３万 ０００説とするものでございます。 

以上栗栗案の理由並びに２容でございます。

詳細につきましては、ひと・まち・みらい課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく
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栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

真弓ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（真弓 憲吾君） ひと・まち・みらい課の真弓でございます。

それでは、第２６号議案の詳細説明をいたします。

土地開発事業特別会計は、で市の健続５発続と秩序ある整備を年年するた栗、必要５

土地の６買いに関する制度の整備、土地の６行取１を行う５ど、公続地の拡大の計画続

５推年を図り、も０て地続の秩序ある整備と公共の福祉の０年に資することを目続とし

て設置されるものでございます。

それでは、事項別明細書の６ページをお開きください。

まず、歳入でございます。１款財産収入、１項１目土地つ７い収入としまして ５７

７万説としております。２訳としましては、３桜たうんにおける定期借地務栗ら８入と

５０た０合のつ７い収入をで定して科目設定をいたしておる分、これとカク５続ロ４ハ

ウナ村のつ７い収入の合計でございまして、これは続てつれれ続という合計金間を計上

しております。

次に、２款続収入、１項１目雑入で、カク５続入居者負担金としまして、分譲地の水

道負担金４５０万説を計上しております。これも続てつれた合計金間と５０ております。

続いて、３款繰続金、１項１目繰続金は、前年度繰続金としまして ７３６万説とし

ております。

以上、歳入合計 ７６３万 ０００説でございます。 

次に、７ページを栗覧ください。歳出でございます。

１款土木間、１項１目宅地開発事業間としまして、事務続経間で合計４７万 ０００

説としております。２目寺前宅地造成事業間は、３桜たうんにおけます造成地の修繕間

と繰出金としまして、定期借地務の契基地を８入された０合の一般会計繰出金として科

目設定分を合わせて５０万 ０００説としております。３目カク５続多自５居住推年事

業間は、７用栗委間で分譲地８入者紹介栗奨金としまして４区画分の４０万説、１２用

委託料で分譲業務の委託料として ２９１万 ０００説、補委、補填及び委委金で４６ 

２万 ０００説を大川原区と大川原区１組への土地金金支７い分として計上いたしてお

りまして、合計 ７９３万 ０００説としております。 

２款予備間は ８７３万 ０００説で、カク５続多自５居住推年事業の分譲地つ７い 

収入及びククインのルテンカク５続のが貸料の町配分間と、これまでの宅地開発事業の

繰続分を予備間として計上いたしております。

以上、歳出合計 ７６３万 ０００説としております。 

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく栗審議をお願いします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第２６号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第２７号議案、令和５年度神河町訪問看護事業特別会計予算について、栗出者
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の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２７号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度神河町訪問看護事業特別会計予算でございます。本会計は、栗

んざき訪問看護ナテーションを費費する特別会計でございまして、神崎郡、姫続市香寺

町及び朝来市生野町を事業対象区続として、続宅の寝たきり高齢者等に対し、安心して

年庭療養栗維続できるようサー５ナを行うことを目続とする会計でございます。

歳入では、事業収入１説 ９２０万 ０００説、前年度繰続金 ６５０万説を踏踏み、  

歳出では人件間１７名分と訪問看護委託料、業務管理間用等で１説 ３７９万 ０００ 

説を計上いたしております。これらによりまして、歳入歳出予算の総間を歳入歳出それ

ぞれ１説 ６８２万説とするものでございます。

以上栗栗案理由並びに２容でございます。

詳細につきましては、病院総務課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。事項別明

細書で説明をさせていただきますので、６ページをお願いいたします。

まず、歳入です。第１款事業収入の１用医療保険収入で、年間中べ基 ７００回を踏

踏み、 ０５１万 ０００説、２用介護保険収入では、訪問看護のサー５ナ事業収入で 

年間中べ基１万回を踏踏み、 ３０７万 ０００説と、ケア８クンを作成する居宅介護 

支援事業収入として５６１万 ０００説を踏踏んでいます。

第２款１目民生間５補助金は、科目設定の ０００説。

第３款１目病子及び配当金は、財政調整基金病子の ０００説。

第４款１目財政調整基金繰入金は、科目設定の ０００説。

第５款繰続金は、前年度繰続金として ６５０万説を踏踏んでいます。

７ページをお願いいたします。第６款１目受託事業収入は、介護予防受託収入として、

介護予防のケア８クン作成受託５どで４８万 ０００説でございます。

第６款雑入は、町続自８車損万保険受入金５ど６２万 ０００説でございます。

次に、歳出です。８ページ以降を栗覧いただきます。第１款業務間で、正規職員９名、

会計年度任用職員８名の人件間、栗会、給料、職員手当等、共は間、旅間の会計年度任

用職員間用委委、いわゆる説勤間用等で合計 ７１９万 ０００説の計上でございます。 

１０用需用間で、８耗備間１３０万説、燃料間１６８万説、修繕料１５７万説５ど、合

わせて５１１万 ０００説の計上でございます。

９ページをお願いいたします。１１用役務間、説話料１４４万説５どで、２３６万
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０００説、１２用委託料、訪問看護委託料２５６万説５どで、３０３万説、１３用使用

料及びが借料、料ニホームリーナ料１０８万説５どで、１４０万 ０００説、１７用備

備８入間、公用車８入間、続自８車２台を予定しております栗３００万説５どで、合計

３５０万説の計上でございます。１８用負担金、補助及び説付金、訪問看護０修会負担

金等で３６万 ０００説、２１用補委、補填及び委委金、町の委委金任において支７う

治療間や補委間等示談金で５０万説、そのほ栗合わせまして業務間合計で１説 ３７９

万 ０００説の計上でございます。

１０ページをお願いいたします。第２款１目病子３万説は、一時借入金の病子。

第３款１目財政調整基金積立金は、１００万 ０００説でございます。

第４款１目病院事業会計繰出金は、病院事業会計へ建物の使用料として繰り出すもの

で、２５０万説でございます。

第５款予備間で、 ９４９万 ０００説でございます。 

１１ページ以降は、給与間明細書を添付させていただいております。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第２７号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第２８号議案、令和５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算について、

栗出者の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２８号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算でございます。予算の

主５２容につきましては、歳入では、使用料及び手数料４万 ０００説、繰入金 ２４ 

４万 ０００説５どを計上しております。歳出では、施設管理業務等の委託料１８８万

０００説、工事間負間 ０００万説５どを計上しております。３年計画で整備を年栗 

ております造成仕上げ工事の２年目で、排水続の設置栗主５工事２容でございます。こ

れらによりまして、歳入歳出予算の総間は歳入歳出それぞれ ２５０万 ０００説とす 

るものでございます。

以上栗栗案理由並びに２容でございます。よろしく栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第２８号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第２９号議案、令和５年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算について、栗

出者の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２９号議案の栗案の理由並びに２容について栗説明栗し上げ

ます。

本議案は、令和５年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算でございます。予算の２

容につきましては、歳入では、振興基金繰入金１４１万 ０００説、財産区繰入金 ０ 
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００説、病子及び配当金１０９万 ０００説、歳出では、事務間に係る一般管理間を３

１万 ０００説、基金積立金を１０９万 ０００説、地続振興間で集落への費費続経間 

助成金１０９万 ０００説を計上しております。これらによりまして、歳入歳出予算の

総間を歳入歳出それぞれ２５０万 ０００説とするものでございます。

５お、これらの２容につきましては、令和５年１月３０日開催の寺前地区振興基金審

議会において栗審議いただき、栗承認いただいたものでございます。

以上栗栗案理由並びに２容でございます。よろしく栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第２９号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第３０号議案、令和５年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算について、栗

出者の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３０号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算でございます。予算の２

容につきましては、歳入では、振興基金繰入金２３１万 ０００説、病子及び配当金６

万 ０００説。歳出では、事務間に係る一般管理間を３１万 ０００説、基金積立金を 

６万 ０００説、地続振興間で、長谷６協への補助に伴う一般会計繰出金２００万説５

どを計上しております。これらによりまして、歳入歳出予算の総間を歳入歳出それぞれ

２３８万 ０００説とするものでございます。

５お、これらの２容につきましては、令和５年２月１７日に書補決議により、長谷地

区振興基金審議会に栗承認いただいたものでございます。

以上栗栗案理由並びに２容でございます。よろしく栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第３０号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第３１号議案、令和５年度神河町浄化槽事業特別会計予算について、栗出者の

説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３１号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度神河町浄化槽事業特別会計予算でございます。本予算は、生活

排水による公共用水続の水質汚濁の防止を図るた栗、町栗行います浄化槽の適正５配置

及び維続管理に関する事業の会計予算でございます。

予算の２容につきましては、歳入では、合併処理浄化槽の保守管理受託分の使用料

６７０万 ０００説、６続型社会形成推年説付金の国は支出金２９３万説、続・生活排

水フォローアッ８作億事業補助金の５支出金９万 ０００説、一般会計栗らの繰入金 

１７１万 ０００説５どを計上しております。

歳出では、管理整備間として、浄化槽ので続間を含む修繕間 ７３８万 ０００説、 
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浄化槽の管理委託料等 ６５２万説、１人栗設置されます浄化槽の設置補助金４２２万

説５どを計上しております。

これらによりまして、歳入歳出予算の総間を歳入歳出それぞれ １６１万説とするも

のでございます。

以上栗栗案理由並びに２容でございます。

詳細につきましては、上下水道課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

谷綛上下水道課長。

○上下水道課長（谷綛 和人君） 上下水道課、谷綛でございます。第３１号議案、令和

５年度神河町浄化槽事業特別会計予算の主５ものについて詳細説明をさせていただきま

す。

まず、事業２容でございます栗、神河町栗浄化槽の計画続５整備を図り、し続と雑排

水を併せて処理することにより、生活続続の保続及び公衆衛生の向上に寄与することを

目続とし、国施をいたします。

今年度の２容としましては、浄化槽ので続工事として、７人槽を６基予定しておりま

す。そのほ栗、５２９基の浄化槽の管理委託料及び修繕、続設の浄化槽の設置間の補助

として、７人槽２基、５人槽２基を予定しております。

６ページをお願いいたします。まず、収入としましては、１款１目衛生使用料として、

下水道事業と同じ料金制度で使用料を下きますので、 ６７０万 ０００説を計上して 

おります。

次に、２款１目衛生間国は補助金栗２９３万説。これは６続型社会形成推年説付金で、

１人設置型の補助として、７人槽の補助基本間４６万 ０００説の３分の１の補助１で

１基当たり１５万 ０００説の２基分、５人槽の補助基本間３６万説の補助１３分の１

で、１基当たり１２万説の２基分、それと市町設置型としまして、７人槽の補助基本間

１０８万説の３分の１の補助１で、１基当たり３６万説と、事務間栗つきますので、事

務間の３万 ０００説の６基分でございます。

次に、３款５支出金です栗、国は支出金の随伴補助と５０ていまして、続・生活排水

フォローアッ８作億事業で、補助対象基本間の⒈５ナで９万 ０００説を計上。そのほ

栗、雑入として、浄化槽前定万査事務取と金を１７万説、それ以外を４款で一般会計栗

らの繰入金 １７１万 ０００説としております。 

７ページをお願いいたします。歳出でございます。主立０たものとしましては、浄化

槽ので続を含栗、修繕間で ７３８万 ０００説、浄化槽の管理委託料栗 ２９２万説、  

令和６年度栗ら浄化槽の特別会計を下水道事業企業会計に移行するた栗の条例整備の委

託料としまして２００万説、浄化槽設置補助金として４２２万説を計上してございます。

以上栗２容説明でございます。よろしく栗審議をお願いいたします。
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○議長（小寺 俊輔君） 以上で第３１号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第３２号議案、令和５年度神河町水道事業会計予算について、栗出者の説明を

求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３２号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度神河町水道事業会計予算でございます。

水道事業におきましては、浄水０等、設備の日常費転管理や水質万査等の委託点万を

行い、適正５維続管理には栗、清浄栗つ安続で安心５水道水の供給を行０ております。

財務状況につきましては、令和４年度末の財積病益財財金を３説 ９０３万説と踏踏

んでおり、令和５年度のん病益は ０８７万 ０００説と５る踏踏みでございます。 

令和５年度事業につきましては、給水戸数 ５３２戸、年間総給水６１６９万 ８２ 

８立方７ートルを予定しております。

第３条予算の収益続収入・支出間は、ともに４説 １１３万 ０００説を計上してお 

ります。

第４条予算の資本続収入では、水道管続緊急改６事業に伴う国は補助金で ７２０万

説、水道管続緊急改６事業債２説 ３１０万説で、合計３説 ３３０万説を計上し、支 

出では４説 ３２３万 ０００説を予定しております。 

事業２容は、水道管続緊急改６事業で、耐用年数の超踏た水道本管の病朽化で続工事

のほ栗、令和４年度栗ら債務負担行為で行０ております水道施設再編推年事業の山田第

１配水補ので続工事を予定しております。

資本続収入間栗資本続支出間に対して７足する間１説 ９９３万 ０００説につきま 

しては、続年度分損益勘定留保資金等で補填することとしております。

企業債の間度間は、水道管続緊急改６事業で ５２０万説、水道施設再編推年事業で

１説 ７９０万説としております。一時借入金の間度間は３説説、議会の議決を経５け

れ続５用することのでき５い経間、職員給与間を ９８４万説、一般会計栗らの補助金

は ９１９万 ０００説を予定しております。また、はは資産８入間度間は４００万説 

と定栗ております。

以上栗栗案理由並びに２容でございます。

詳細につきましては、上下水道課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

谷綛上下水道課長。

○上下水道課長（谷綛 和人君） 上下水道課、谷綛でございます。第３２号議案、令和

５年度水道事業会計予算の主５ものについて詳細説明をさせていただきます。

それでは、予算国施計画説明書で説明をいたしますので、２５ページをお願いいたし
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ます。

まず、収益続収入でございます。１項１目給水収益は、給水戸数 ５３２件で、水道

使用料は２説 ２１５万 ０００説を踏踏んでおります。昨年は ５２４件、使用料２  

説 ００５万 ０００説でしたので、基８００万説の踏と５る踏踏みでございます。町 

のいろいろ５施策により、給水戸数は若干の０と５０ています栗、人口は踏少傾向で、

用水続続の説及もあり、水道使用料の収入踏栗止まら５い状況と５０てございます。３

目その他費業収益、４用雑収益は、続規栗入金として今年度も２件、１６万 ０００説

を踏踏んでおります。ち５みに、４年度の続規栗入件数は、今のところ７件でございま

す。

２項２目他会計補助金は、一般会計栗らの補助金 ９１９万 ０００説としておりま 

す。２訳は、水道事業会計予算説明書、６ページで栗確認いただきたいと思います栗、

高料金対策に係るもの ６６６万 ０００説、企業債元病委型補填としまして ２５３  

万 ０００説でございます。３目８間税及び地方８間税型付金は、水道料金に係る８間

税を仮７いをいたしますので、水道施設再編推年事業の配水補で続工事等で発生します

８間税相当間の型付を１４万 ０００説踏踏んでおります。４目長期前受金戻入は、補

助金、負担金、受助財産の踏価委助分を収益化し、 １８８万 ０００説を計上をして 

おります。５お、この金間は現金収入を伴わ５い収入と５ります。

次に、２７ページをお願いいたします。収益続支出でございます。１項１目原水及び

浄水間は ０８６万 ０００説で計上をしております。これは主に浄水０の維続管理等 

の間用でございます。２目配水及び給水間は ２５６万 ０００説で計上、これは水道 

管続に係る維続修繕間等でございます。令和５年度は配水補周辺の樹木の伐採を予定し

ておりますので、施設管理間を０間をしております。また、５年度、漏水修繕を大変多

く行いましたので、国績により０間計上をしております。

２８ページをお願いいたします。４目総係間は、職員３名、再任用職員１名、会計年

度任用職員１名の人件間を計上しております。予算間は ０２５万 ０００説でござい 

ます。

１０ページ栗ら１５ページに栗け、人件間に係る２訳資料をつけておりますので、栗

確認いただけたらと思います。

３２ページを栗覧ください。資本続収入でございます。１款資本続収入は３説 ３３

０万説で、前年度より ３０５万説踏と５０ています。国施する配水補の事業間栗大き

いた栗、管続ので続工事を控踏ております。補助事業１本、単独事業２本でございます。

３３ページをお願いいたします。資本続支出でございます。１款資本続支出は４説

３２３万 ０００説、１項１目の事務間は、水道管続緊急改６事業に伴う人件間として、

職員１名分の間用を計上しております。２目施設間の１用委託料は ５３０万説の計上

で、水道管続緊急改６事業及び水道施設再編推年事業に係る設計及び施工管理委託料で

ございます。２用工事間負間は、配水補で続工事、配水管布設替踏工事等で３説９００
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万説を計上しております。３目４用車両及び費搬具８入間は、今年５月の車万を迎踏ま

す車両で、８入後１４年栗経続しており、故万栗多く５０てきています続ダン８トクッ

クの買換踏でございます。また、その他８入間として、会計シナテムので続時期を迎踏

ますので、続規シナテムの入替踏を踏続した間用４５０万 ０００説を計上をしており

ます。これは下水道事業と共同で病用しますので、半間ずつの計上としております。

そのほ栗、９ページにはかャッシュフロー計算書、１６ページには令和４年度の損益

計算書、１７、１８ページには貸借対照表、２１ページ、２２ページには令和５年度の

貸借対照表を掲載しております。

また、別ファイルの神河町事業会計予算説明資料の２ページ栗ら水道事業予算説明資

料として予算概要、それ栗ら繰入金の状況、２定資産明細書、業務の予定６、企業債明

細表をおつけしていますので、栗確認をいただけたらと思います。

以上で令和５年度水道事業会計予算の詳細説明を終わります。栗審議よろしくお願い

いたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第３２号議案の栗案説明は終わりました。

ここで暫時休憩といたします。再開を１４時２５分とします。

午後２時０４分休憩

午後２時２５分再開

○議長（小寺 俊輔君） 再開します。

次に、第３３号議案、令和５年度神河町下水道事業会計予算について、栗出者の説明

を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３３号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度神河町下水道事業会計予算でございます。

町２の水洗化１は９⒐０ナと高い数字と５０ており、住民の皆様に快適５生活続続を

栗供するとともに、公共用水続の水質保続を図０ております。財務状況につきましては、

令和４年度末の財積栗損金は８説 ５１５万 ０００説を踏踏んでおり、依５高間５間 

栗管０ております。令和５年度のん病益は ７８９万説を予定しており、が栗ではあり

ます栗財積栗損金を踏らす踏踏みでございます。踏価委助間を原資とした２部留保資金

を費用し、資金７足に陥ら５いよう心栗けて事業費費を行０てまいります。令和５年度

事業につきましては、水洗便所設置戸数 ０３１戸、年間処理水６１２０万 ０００立 

方７ートルを踏踏んでおります。

第３条予算の収益続収入・支出は、ともに６説 ３４３万 ０００説を予定しており 

ます。

第４条予算の資本続収入は３説 ６１９万 ０００説、支出は６説 ７５１万 ００   

－１１５－



０説を予定しており、工事２容は、大山処理区と神崎第１処理区の一部の管続７続工事

と、本村処理０の続続強化工事を予定しております。

資本続収入間栗資本続支出間に対して７足する間２説 １３１万 ０００説は、続年 

度分損益勘定留保資金等で補填することとしております。

下水道事業債の間度間は ３３０万説、資本間平準化債の間度間を２説 ０２０万説 

としております。一時借入金の間度間は１説説。議会の議決を経５けれ続５用すること

のでき５い経間、職員給与間を ６５０万 ０００説、一般会計栗らの補助金は １９  

９万 ０００説を予定しております。また、はは資産８入間度間を１００万説と定栗て

おります。

以上栗栗案理由並びに２容でございます。

詳細につきましては、上下水道課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

谷綛上下水道課長。

○上下水道課長（谷綛 和人君） 上下水道課、谷綛でございます。第３３号議案、令和

５年度下水道事業会計予算の主５ものについて詳細説明をさせていただきます。予算国

施計画説明書で説明をしますので、２５ページをお願いいたします。

収益続収入でございます。１款１項１目下水道使用料は、総件数で ７３３件で、１

説 ４８８万 ０００説を計上をしております。令和４年度栗 ７２１件で１説 ６４   

０万 ０００説でありましたので、こちらも水道と同じく、件数は０踏てございます栗、

水道の使用６栗踏０てきていますので、下水道使用料は踏少傾向にございます。２目他

会計負担金として２説 ０１９万 ０００説、これは主に人件間及び踏価委助間に充当 

をいたします。２項２目他会計補助金では、一般会計補助金として １９９万 ０００ 

説、これは企業債病息委型補填に充当をいたします。３目長期前受金戻入は、国は補助

金、５補助金、受益者負担金、受助財産評価間を合わせまして１説 ２５４万 ０００ 

説の予定でございます。この金間は現金収入を伴わ５い収入と５０てございます。

続きまして、２６ページをお願いいたします。収益続支出でございます。１目の管渠

間は ７１８万 ０００説で、下水道管及び６９栗所のマンホール８ン８の維続管理間 

と５０ております。昨年度と比べ、基８７０万説の０間と５０ています栗、南小田の日

和橋にありますトクナで造の下水道管渠のの国工事と、上小田処理０の緊急時に１時の

貯水槽と使用するた栗の改修を行いますので０間と５０てございます。

次に、２７ページをお願いいたします。２目処理０間は１説 ３１７万 ０００説で、 

１０栗所の処理０の維続管理に係る経間でございます。令和４年度と比べ、基 ３００

万説の踏としております栗、令和４年度の修繕間の国績による踏と、上小田処理０を廃

止としますので、それによります踏間、基３０万説程度と５ります栗、踏間と５０てご

ざいます。
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２８ページをお願いいたします。３目総係間は ７４７万 ０００説で、職員３名分 

と再任用職員１名、会計年度任用職員１名分の人件間と事務管理間用を計上しておりま

す。

３０ページをお願いいたします。４目踏価委助間は３説 ３８９万 ０００説で、対 

前年度比 １１０万 ０００説の踏と５０ております。２項１目１用企業債病息は、病 

息栗踏０てきておりまして、今年度は １９９万 ０００説でございます。 

３２ページをお願いいたします。資本続収入でございます。１款資本続収入は３説

６１９万 ０００説で、対前年度比 ００５万 ０００説の踏で、要６は、上小田処理  

区と南小田処理区の管続７続工事栗完了しまして、次に大山処理区と神崎第１処理区の

一部を７続する工事に移行していきます栗、事業間踏による踏間でございます。３項の

負担金説付金は、一般会計栗らの出資金として １４７万 ０００説を計上しておりま 

す。

３条予算の収益続収入の他会計負担金２説 ０１９万 ０００説と他会計補助金 １  

９９万 ０００説と合わせまして、３説 ３６６万 ０００説を一般会計栗らの繰入れ  

と５０ております。予算書第８条の他会計栗らの補助金には、この出資金と他会計負担

金を含ま５い補助金のみの金間栗上栗０てございます。

次に、３３ページをお願いいたします。資本続支出でございます。１款資本続支出は

６説 ７５１万 ０００説で、対前年度比５０３万 ０００説の０と５０ております。  

今年度は大山処理区と神崎第１処理区の一部の選合工事として ７１８万 ０００説、 

本村処理区の続続強化事業として ３２８万説を計上、委託料で工事に係る設計、施工

管理業務 １０７万 ０００説を計上しております。５お、大山処理区と神崎第１処理 

区の一部の選合工事については、処理０の地元区であります吉冨区の最終承諾を１て栗

ら工事に栗栗ることと５ります。また、３目２定資産８入間のその他８入間としまして、

６ほど水道事業会計でも説明をさせていただきました栗、会計シナテムので続を予定し

ていますので、４５０万 ０００説の計上をしております。

そのほ栗、９ページ栗ら２４ページはかャッシュフロー計算書、給与間明細書、令和

４年度の予定損益計算書、令和５年度予定貸借対照表を掲載をしております。栗確認を

お願いいたします。

また、別ファイルの神河町事業会計予算説明資料１２ページ栗ら、下水道事業予算説

明資料として予算概要、集合処理区水洗化１表、続形２定資産明細書、無形２定資産明

細書、企業債明細表、一般会計栗らの繰入金の２訳表を添付しておりますので、栗確認

をお願いをしたいと思います。

それと、大変栗し訳ございません。予算説明資料の予算概要で記載間違い栗ございま

したので、訂正をさせていただきたいと思います。本日お配りをした正誤表で栗確認い

ただけたらと思います栗、訂正後の数値を赤書き、訂正前の数字を黒字の括弧書きで記

載をしております。数値の打ち間違いによるものと、一般会計栗らの繰入間で、総間は
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変わりません栗、３条の他会計負担金と４条の出資金で記載を間違０ておりましたので、

それに係る部分を訂正しております。続て私のチェックミナでございます。大変栗し訳

ございませんでした。

以降、このよう５こと栗５いよう、次の点について改６をしていきたいと思０ており

ます。

まず、１点目としては、現続、担当者と私栗栗出する議案、資料のチェックをしてい

ます栗、それに栗踏、課長補佐と副課長も栗踏、中重のチェックに変踏ていきたいと思

います。２点目としまして、チェックの時間をし０栗り取れるように、早栗早栗の議案

の作成には栗たいと思います。３点目としまして、現続、予算決算は会計シナテムでは

５く、備クセルを使用して作成をしています栗、誤記入栗発生する基と５０ていますの

で、令和５年度でで続を予定しております会計シナテムで予算決算を作成していけるよ

うにしていこうというふうに思０ております。これまでも度々、栗出しました資料に誤

り栗ありました栗、改６できてい５いことを深く受け止栗まして、改６にし０栗りと取

り組んでまいります。大変栗し訳ございませんでした。

以上で令和５年度下水道事業会計予算の詳細説明を終わります。よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第３３号議案の栗案説明は終わりました。

次に、第３４号議案、令和５年度公立神崎総合病院事業会計予算について、栗出者の

説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３４号議案の栗案理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本議案は、令和５年度公立神崎総合病院事業会計予算でございます。

令和５年度当初予算の説明に当たり、当院の置栗れている状況や令和５年度の重点施

策等について、まず栗説明栗し上げます。予算説明資料の２６ページを栗覧ください。

当院は、昭和２１年１０月に５立粟賀７療所として開設されて以来、７７年もの間、

その時々の社会情勢や地続のニー被を酌み取り５栗ら、医療従事者の確保や施設整備の

推年５ど、７療体制を拡充し５栗ら地続医療を守０てきました。し栗し、近年、神河町

においては、少子高齢化及び人口踏少の波栗で市部に６被けて一栗に押し寄せており、

税収確保や高齢者福祉対策等の重大５課題栗生じています。さらに、続型コロナウイル

ナ感染症も、国の判断においては、経は活８との３クンナや一定の医療体制の整備状況

等を踏ま踏、令和５年５月には感染症前上の位置づけ栗２類相当栗ら５類に移行する方

針栗決定されたところです。

続国の多くの公立病院では、経費栗厳しい状況にあると言われて久しいです栗、当院

でもこの例に漏れず、入院及び外来収益の落ち踏みや給与間の０嵩等により、７療体制

自体の現状維続は両手放しでは厳しい状況と５０てきました。
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その大き５要６の一つは、入院、外来患者数の踏少です。２０年ほど前と比発すると、

外来患者数は６１程度に、入院患者数は８１程度に落ち踏んできており、７療単価は０

栗しているものの、医業収益は踏少してきました。あわせて、職員数の０栗と平１年齢、

平１給与間の０栗による医業収益給与間比１の上昇栗示すとおり、経費栗硬直化してき

ています栗、その一６として、職員の経費意識の低下、組織の選制２の低下、ひいては

経費の自立続、企業続の低下栗横たわ０ていることも明ら栗と５０てきました。また、

令和４年度には、ロシアのウククイナ侵攻に円を発する社会情勢７安等により、７療４

料を含む続ての経間栗０嵩し、今後の踏説しも７透明５状況において、これら経間の０

栗今後の費費を大きく圧迫する踏踏みです。

当院はここ数年間、一般会計栗らの基準を超踏る規模の繰入金に頼り、費費してきま

した栗、それでも、令和４年１月に国施した公立神崎総合病院の医療続続等に関するア

ンケート調査の結果栗らは、住民のほとんどの方栗公立神崎総合病院は必要であるとの

栗意踏でした。これら住民の期待にデ踏るた栗、また、経費の自立続を向上させ、町財

政健続化との両立を果たすた栗、令和５年度は次の３つの重点施策を年栗てまいります。

１つ目、７療体制の維続（医療従事者の確保）であります。現続、当院の常勤医師の

平１年齢は、５養成医と神戸大学栗ら設設いただいている計３名の医師を収くと５９歳

であり、確国に高年齢化しています。看護師は４５歳です。栗・長期続に安定した医療

の供給のた栗には、医師や看護師等の医療従事者の確保は必須です。特に栗堅、若手の

採用による組織の活続化も意識し５栗ら、神戸大学や大阪医科薬科大学及びはりま姫続

総合医療センター等との医療連携による医師設設を念頭に置き、医療の栗供に支万を来

すことの５いよう、医療従事者の確保には栗るとともに、紹介業者を説じた採用活８も

幅広く続開してまいります。

また、平成３０年４月に策定されたはは５保健医療計画において、播磨姫続圏続にお

ける特定栗型病院の指定を受け、令和２年４月栗ら２科医（総合７療）として、５養成

医に着任いただいていますので、令和５年度以降も引き続きの設設を５に要間してまい

ります。

２つ目、続型コロナウイルナ感染症対策の推年であります。当院は、令和２年に発症

栗確認された続型コロナウイルナ感染症対策における帰国者・７触者外来設置医療続関、

協２医療続関として、５栗播磨健康福祉事務所管２における感染症対策の牽引役を一手

に担０てまいりました。また、令和３年度栗ら始ま０たワクチン７続をはじ栗、令和４

年度には町民の万査無料化事業の対デ５ど、町立病院としての金務も続うしてまいりま

した。この間、職員は説常業務に栗踏ての対デと５り、心身疲弊する栗、公務員、医療

者としての役１を認識し、誠心誠意職務に邁年してくれたことを誇りに思うところでご

ざいます。一方で、この間、その対策間として国・５栗ら多くの補助金を受け入れるに

至り、経費続には大変助けられたことは幸いでした栗、令和５年５月には感染症前上の

位置づけ栗変でされる方針と５り、ひいては今後、補助金栗打ち切られ、経費補で大き
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５影響を受けること栗必至であること栗ら、この点は大き５危惧を抱いているところで

す。一方で、地続においては依５として予断を許さ５い状況にありますので、住民の皆

様に安心して生活していただけるよう、引き続きその役１を担０てまいります。

３つ目、経費改６の推年（経費改革強化８クン）の策定であります。患者数は踏少傾

向栗顕著に５０てきており、経費上、続常に厳しい状況にあります。病院を維続費費し

ていくた栗に必要５患者数の目途であり、目標でもある令和５年度当初予算の根拠とし

て、入院は１日当たり１０⒐８人、外来は４３２人と設定し、これをクリアできるよ

う職員一人一人栗考踏、たゆまぬは２をしてまいります。ただし、これでも赤字を踏踏

まざるを１５いので、今後、様々５積極続続開を行うた栗には、さらに患者数を確保す

ることにより、２部留保として資金を万踏ていく必要栗あることは明ら栗です。そのた

栗にも、断ら５い救急を推年するとともに、患者紹介を積極続に受け入れる必要もあり

ます。

このよう５状況下において、令和２年度には町長を本部長とする町病院経費改６対策

本部会議を設置し、当補の間は経費改６対策を強２に年栗５栗ら、その成果も踏ま踏て、

経費形託の議論を深栗ていくこととしました。これらの取組により、少しずつではあり

ます栗職員の経費意識も高まり、７療栗会間求体制を充国させること５どにより、入院

及び外来単価も上昇し、患者数の０栗とも相ま０て、収入も０栗傾向に転じる５ど、そ

の成果栗表れつつあります。令和４年度には、病院２に経費改革推年室を設置し、令和

２年度栗らの取組により明ら栗に５０た課題を栗・長期、ら期課題として整理し、具体

続に議論を年栗てきました。さらに、令和５年度には病院経費コンサルタント支援の下

で、病院独自の経費改６計画、仮の名前です栗、この計画を策定するとともに、総務省

栗主導する経費強化８クンを策定します。経費改６計画は、令和２年度栗ら推年してき

た課題解８を目続とし、これらを計画続に年栗ようとするものであり、また、経費強化

８クンは、平成２８年度に策定した公立神崎総合病院改革８クンの後継と５るもので、

経費の効１化、再編ネットワーク化、経費形託の踏直し、地続における良質５医療の確

保の４本柱による向こう１０年間の経費計画です。

これら２つの計画には、もちろん重複する部分もあります栗、今後、調整し５栗ら、

国質続に万討を年栗てまいります。これらの重点施策を説じ、多くの財政支出をしてで

も、公立神崎総合病院は必要であるとの地続住民の方々の期待を肝に銘じ、常に患者様

に寄り添い、安心でき、喜んでいただける地続医療の国践、そして魅２ある職０と５る

ことを最大の目標としては２してまいります。

最後に、令和５年度当初予算の状況の概要のみ説明します。３条予算では、収益続収

入３４説 ２９９万 ０００説、収益続支出３６説 ８５６万 ０００説でございまし   

て、支出栗収入を１説 ５５７万 ０００説上回る予算計上で、令和３年度、令和４年 

度に引き続き、収支７１度予算としています。また、４条予算では、資本続収入１説

８２５万 ０００説、資本続支出２説 ０２４万 ０００説でございまして、収支差栗  
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１９９万 ０００説ございます。３条、４条予算とも支出栗収入を上回る収支であり 

ます栗、続資金続の収入や支出、主５ものは踏価委助間の２説 ０７３万 ０００説５ 

どを含んでの収支差であるた栗、資金繰りや会計処理に問題栗生じるものではございま

せん。

詳細につきましては、病院総務課長栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審議をお

願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。病院事業

会計に係る詳細説明をさせていただきます。

まず、２ページを栗覧ください。第２条、業務の予定６でございます栗、入院患者数

４万１８７人、１日平１で１０⒐８人、外来患者数１０万 ６２５人、１日平１４３ 

２人とし、本予算の積算根拠としております。令和４年度予算時の予定業務６とほぼ同

様の数値であり、厳しい５栗らも達成可続５数値と考踏ており、また、業務改６を年栗

るに当た０ての現国続５目標でもあります。

次の３ページを栗覧ください。第３条で収益続収入及び支出の予定間を定栗ています。

収入で３４説 ２９９万 ０００説、間用で３６説 ８５６万 ０００説でございまし   

て、収支差栗１説 ５５７万 ０００説の赤字で、令和３年度、４年度予算と同様に収 

支７１度予算としています。

次に、第４条で資本続収入及び支出の予定間を定栗ています。収入で１説 ８２５万

０００説、支出で２説 ０２４万 ０００説でございまして、間用栗収入より １９   

９万 ０００説多い状況でございます。町長栗らも栗し上げましたとおり、３条、４条

予算とも間用栗収入を上回る予算としております栗、続資金続の収入や支出５どを含ん

での収支差であるた栗、資金繰りや会計処理に問題栗生じるものではございません。

第５条では企業債の目続、間度間等を、第６条では一時借入金の間度間を、第７条で

は議会の議決を経５けれ続５用すること栗でき５い経間間を、第８条では他会計栗らの

補助金間を、第９条でははは資産の８入間度間をそれぞれ定栗ています。

それでは、順次、項目別に栗説明栗し上げますので、予算国施計画説明書、２８ペー

ジをお願いいたします。

資本続収入及び支出の収入でございます。病院事業収益合計を３４説 ２９９万 ０ 

００説としています。１款病院事業収益の１項医業収益で３２説 ５４０万 ０００説、 

２訳は、入院収益で１７説 ６２６万 ０００説、外来収益で１０説 ５２６万 ００   

０説、大続７療所収益で６８万 ０００説、負担金説付金で２説 ６７５万 ０００説、  

その他医業収益２説 ６４４万説で、室料差間収益、人間ドック、健７、予防７続等保

健事業の公衆衛生活８収益等でございます。

次に、２９ページをお願いいたします。第２項医業外収益で２説 ７５８万 ０００ 

－１２１－



説、２訳は、１目負担金説付金２説６０９万 ０００説、２目補助金は、看護職員円後

１臨０修事業補助金等で３０万 ０００説でございます。３目患者外給食収益栗１４４

万説、４目長期前受金戻入につきましては、国、５補助金５どの収益化分２９２万 ０

００説でございます。５目続宅医療・介護連携支援センター収益は、神崎郡医師会栗ら

の当センターの費費受託事業収入等で９１３万説。

３０ページをお願いいたします。６目その他医業外収益栗、７用備販つ収益と住宅年

が等で ７６９万 ０００説でございます。３項の特別病益の２定資産つ助益は、科目 

設定でございます。

次に、３１ページをお願いいたします。収益続収入及び支出の支出でございまして、

病院事業間用合計を３６説 ８５６万 ０００説としています。１項医業間用は３５説 

７５５万 ０００説で、うち１目の給与間は２２説 ６２６万 ０００説と５り、医   

業間用の６⒉６ナを占栗ております。医師給栗ら前定福病間引当金繰入間までを計上を

しております。

次に、３６ページをお願いいたします。２目４料間４説 ４６６万説につきましては、

薬備間、７療４料間、給食４料間、医療８耗備備間でございます。３目経間につきまし

ては５説 ７８４万 ０００説で、栗委間栗ら４０ページの雑間までの計上でございま 

す。栗でも１４用委託料栗大きく、２説 ３９３万 ０００説で、各続業務を委託して 

おります。

次に、４１ページをお願いいたします。４目説際間１００万説、５目踏価委助間２説

０７３万 ０００説で、病院本５等の建物、で築物、医療続０備備等の踏価委助間で 

ございます。６目資産踏耗間は５００万説を予定し、７目０００修間の９３２万 ００

０説は、講師謝金、図書間、０修旅間、００雑間でございます。

４２ページをお願いいたします。８目大続７療所間用は２７１万 ０００説で、看護

師給５ど大続７療所費費に係る経間の計上でございます。

２項医業外間用は １００万 ０００説、２訳は、１目支７い病息及び企業債取と続 

間で ３９３万 ０００説としています。２目長期前７金委助 ２５３万 ０００説は、   

２定資産に係る控収対象外の８間税の委助でございます。３目患者外給食４料間６６万

説、４目８間税及び地方８間税 ５００万説は、８間税の納付金でございます。

４３ページをお願いします。５目続宅医療・介護連携支援センター間では、事務職員

の人件間及び必要経間９１３万説を計上し、４４ページ、６目雑支出は、各続寄附、４

条の控収対象外８間税５ど９７５万説を計上をしています。

第３項特別損失 ０００説は、科目設定でございます。

第４項予備間、 ０００万説を計上いたします。

次に、４５ページをお願いいたします。資本続収入及び支出の収入でございまして、

収入計で１説 ８２５万 ０００説としています。 

１項企業債 ０４０万説は、医療続０の８入分でございます。
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２項出資金は１説７８５万 ０００説で、一般会計栗らの出資金でございます。

３項補助金、４項２定資産つ助金金、５項貸付金返型金は、科目設定でございます。

次に、資本続収入及び支出の支出でございます。４６ページをお願いします。合計で

２説 ０２４万 ０００説としています。 

１項建設改良間、１目資産８入間、医療続０及び車両８入間で１説 １１８万 ００ 

０説を計上いたします。医療続０の８入２訳につきましては、予算説明資料の３１ペー

ジでお示しをしておりますので栗覧ください。

２項企業債委型金１説 ７８６万 ０００説は、企業債委型元金分でございます。 

３項億資の１目長期貸付金１２０万説につきましては、看護師修学資金貸与金で、月

間５万説の２人分を予定しております。

以降のページは注記事項でございます。今、説明は省略をさせていただきましたけれ

ども、９ページにはかャッシュフロー計算書、１０ページ栗ら１９ページには給与間明

細書、２０ページ栗ら２１ページには令和４年度予定損益計算書、２２ページ栗ら２４

ページ栗令和４年度の予定貸借対照表、２５ページ栗ら２７ページ栗令和５年度の予定

貸借対照表を掲載しております。

また、別資料として、予算説明資料２６ページ栗ら２８ページは、６ほど町長栗ら説

明いたしました令和５年度の重点施策等の概要を掲載をさせていただいて、２９ページ

には繰入金の状況、３０ページには企業債の明細書、３１ページには医療続０の８入予

定表を添付させていただいております。

以上で詳細説明とさせていただきます。よろしく栗審議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 以上で第３４号議案の栗案説明は終わりました。

以上で令和５年度各会計予算の栗案説明栗終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、栗了承願います。

・ ・

日程第２ 承認第１号

○議長（小寺 俊輔君） 日程第２、承認第１号、第３次神河町行財政改革大綱の策定の

件を議題とします。

承認第１号に対する栗出者の説明を求栗ます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 承認第１号の栗案の理由並びに２容について栗説明栗し上げま

す。

本承認議案は、第３次神河町行財政改革大綱の策定の件でございます。

第２次神河町行財政改革大綱の計画期間栗終了したこと栗ら、第２次大綱において取

り組んできた改革２容の年捗状況等の万証を行い、第３次大綱の策定を行うた栗、神河

町行財政改革推年委員会の委員１２名により、令和３年度に３回、令和４年度に４回の

委員会を開催し、審議していただきました。この間、第２次大綱の策定時にはで定して
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い５栗０た続型コロナウイルナによる続しい生活様式への対デ等、社会経は情勢は日々

大きく変化しており、多様化、複雑化する行政課題に迅速栗つ柔軟に対デし、将来にわ

た０て質の高い行政サー５ナを行０ていくた栗、続た５行財政改革の方向続について審

議栗行われました。

第３次行財政改革大綱については、改革のテーマを「地方創生の５れに乗０た一歩踏

み踏んだ改革」とし、間られた経費資当を最大間に生栗し、より国効続５計画に発続さ

せるた栗、これまで年栗てきた行財政改革を停１させること５く、将来世金へ続度の財

政負担を管さ５い続続可続５行財政費費を国現するた栗、４つの基本方針を付して令和

５年２月２１日に答栗をいただきました。

基本方針の１つ目は、時金に即した効１・効果続５組織体制ので築と人４育成、２つ

目は、続続可続５財政費費の推年、３つ目には、公共施設等の適正５管理費費の推年、

４つ目は、参画と協働による続続可続５まちづくりの推年として、続た５大綱の策定を

行いました。この大綱に沿０て、職員一人一人栗常に続た５視点や発で、行政を経費す

る意識を続ち５栗ら業務を年栗、健続５行政経費の確立を目指した行財政改革の取組を

着国に推年し、住民ニー被に即した質の高い行政サー５ナを栗供していくとともに、神

河町の続続発続の基礎づくりに取り組んでまいる考踏でございます。

以上栗栗案理由並びに２容でございまして、神河町議会基本条例第１４条の規定に基

づき、議会の承認を求栗るものでございます。

詳細につきましては、総務課財政特命参事栗ら栗説明いたしますので、よろしく栗審

議をお願いいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 詳細説明を求栗ます。

黒田総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でございます。それでは、

承認第１号の詳細説明をいたします。

まずは、２ページのほうを栗覧いただきたいと思います。第３次行財政改革の大綱の

テーマでございます。「地方創生の５れに乗０た一歩踏み踏んだ改革」であります。い

わゆる問題と課題の選択と集栗ということでございます。

続いて、５ページのほうをお願いをいたします。５ページは目次と５０てございます。

４つの項目でで成をしてございます。１点目栗行財政改革の必要続、２点目栗これまで

の経続と取組、３点目栗行財政改革推年の基本続５考踏方、４点目、基本方針と重点項

目を掲げてございます。

それでは、各項目について栗説明を栗し上げます。６ページをお願いをいたします。

１、行財政改革の必要続でございます。これまでの行財政改革の取組により、町の財

政は改６傾向にあるものの、人口踏少により税収等の０栗栗踏踏栗５く５る一方、高齢

化による社会保万間の０栗や病朽化した公共施設ので続等、間られた歳入の栗でより厳

しい財政費費栗求栗られている状況にございます。これら様々５社会変化に柔軟に対デ
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し５栗ら、引き続き自立・続続可続５行財政基６を維続し、住民の皆様のニー被に対デ

した質の高い行政サー５ナの向上を図るた栗には、これまでの取組を引き継ぎ５栗ら、

町と住民栗一体と５０た協働への理解をより深化させ５栗ら、地方創生の５れに乗０た、

一歩踏み踏んだ改革栗必要と５０てまいります。

続いて、７ページ、２番の経続と取組につきましては１愛をさせていただきます。

続いて、８ページ栗ら１０ページをお願いをいたします。３、行財政改革の推年の基

本続５考踏方についてでございます。３点ございます。

まず、１点目でございます。目指すべき町の将来像と改革の目標でございます。現続

求栗られている行財政改革は、緊急避難続５踏６経費では５く、栗長期の観点栗ら、町

民の皆様の委むまちづくりを国現できる行財政経費の仕組みづくりであると言踏ます。

そのた栗に、行財政サー５ナを再で築し、続しい生活様式に対デした質の高い行政サー

５ナの栗供と強２５財政基６の確立に向け、行財政改革を年栗てまいりたいと思います。

続いて、９ページをお願いをいたします。２点目でございます。行財政改革の取組の

年行管理でございます。行政改革の着国５推年を図るた栗、１別項目に対する具体続５

取組に対しまして、年捗や成果栗分栗りやすい目標を設定し、定期続に踏直すことで年

行管理を行０てまいりたいというふうに思０ております。毎年度の年捗状況を管理し、

神河町行財政改革推年委員会に栗栗をし、意踏、助言等をいただき５栗ら、必要にデじ、

国施計画の踏直しを図０てまいりたいと考踏てございます。

１０ページに５ります。３点目の行財政改革の取組期間でございます。長期総合計画

と連８させまして、取組期間は令和５年栗ら令和１０年までの６年間といたします。

続いて、１０ページ栗ら１５ページです。４番目の基本方針と重点項目でございます。

この大綱では、これまでの成果や町を取り巻く社会続続の変化、そして、続た５課題を

踏ま踏た上で、４つの基本方針とこの方針に対する１０の重点項目を定栗、取り組んで

まいります。

それでは、各重点項目について栗説明を栗し上げます。

基本方針１、時金に即した効１・効果続５組織体制ので築と人４育成でございます。

重点項目といたしまして、１番、定員管理の適正化による人件間のに制でございます。

人口踏少や財政状況も考慮した効１続５人続配置を年栗、将来の人口規模や税収規模に

踏合う職員定数の適正化を図り、人件間のに制を図０てまいります。

続いて、１１ページをお願いをいたします。重点項目２、組織体制の最適化でござい

ます。職員、組織、仕事の質を向上させ、行政組織の適正化を年栗てまいります。続い

て、重点項目の３、ＩＣＴを活用した業務の効１化の万討でございます。間られた予算、

人員で、効１続５、栗つ適切に業務を年行していくた栗、ＩＣＴ円円を各課栗求栗る業

務に活用できるように万討を年栗てまいります。

１２ページ、重点項目４でございます。危続管理体制の充国でございます。様々５危

続発生時の初８対デを迅速栗つ続確に確保するた栗の体制を確立し、危続管理体制の強
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化を図０てまいります。重点項目５、続続に優しいまちづくりの推年でございます。ク

室効果のナの排出をに制し、地球ク暖化を緩和する取組を年栗ます。

次に、基本方針２、続続可続５財政費費の推年でございます。重点項目６、続続可続

５揺るぎ５い財政基６の確立でございます。歳入規模に踏合０た歳出、時金の変化に即

した事業の選廃合、頻発します大規模災万等への対デに必要５財当を確保し、堅国で続

続可続５財政費費には栗てまいります。

１３ページ、重点項目７、自主財当の確保でございます。町税の収納１の向上、受益

者負担の適正化、各施設の維続管理間等に基づいた料金体系の万討及び使用料の踏直し、

ふるさと寄附金の受入れ０栗に向け、神河町５らではの魅２続５返礼備の開発や、効果

続５情栗発信に取り組んでまいります。

続いて、１４ページ、基本方針３、公共施設等の適正５管理費費の推年でございます。

重点項目８番として、施設の適正配置と選廃合による効１続５配置でございます。公共

施設等総合管理計画の踏直しや１別計画の策定を年栗、栗長期続５視点を続０て、で続、

選廃合、長寿命化を計画続に年栗てまいります。

最後に、基本方針４でございます。参画と協働による続続可続５まちづくりの推年で

ございます。重点項目９番として、住民の参画と協働による地続づくりでございます。

地続コミュニティの推年を図るた栗、地続自治協議会設置に向けての支援、地続自治協

議会の活８に対しまして必要５支援を行い、将来にわた０て続続可続５地続づくりを推

年してまいります。

１５ページ、重点項目１０番でございます。情栗発信・情栗の共続の強化でございま

す。必要とされる情栗を分栗りやすく発信するとともに、発信した情栗を共続できる仕

組みの充国・強化を図０てまいります。

１６ページにつきましては、基本方針と重点項目の一覧でございます。栗覧おきをい

ただきたいと思います。

また、１７ページ栗ら３６ページにつきましては、この４つの基本方針と１０１の重

点項目に係る国施計画でございます。今後この国施計画の確国５遂行について、は２し

てまいりたいというふうに考踏てございます。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく栗審議をお願いをいたします。

○議長（小寺 俊輔君） 栗案説明栗終わりました。

質疑については、最終日に行いますので、栗了承願います。

・ ・

○議長（小寺 俊輔君） 以上で本日の日程は続て終了しました。

ここで議長として、町長に一言苦言を栗し上げます。

続年度の指針を示す定例会において、本日の議案の訂正、また、附属資料とい踏ども、

議会本会議に栗出された資料の訂正栗９栗所あります。議案栗議会に再付されて栗ら本

日までに訂正されたの栗２９栗所もあ０たことを町長は栗存じでしごう栗。議員は、議
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案栗栗出された時点で調査し、本会議に１んでいます。議案栗間違０ているということ

は正しい適否栗でき５く５り、ひいては町政にと０て大き５マイナナに５り栗ねません。

町長は管理監督者として職員に周知徹底していただき、以後、このよう５こと栗５いよ

うにしていただきたいと思います。

この件について町長、何栗発言のほうはございます栗。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 議長のほう栗ら、第１１１回定例議会開会に当た０て、初日栗

ら栗案説明をさせていただきました。その説明の際に、訂正栗あ０た、そしてまた、議

案配付して３月２日までの間にも差し替踏栗あ０たということでございます。続てにお

いて私のほうに決裁５り口頭説明栗ございました。この間、予算審議あるいは定例課長

会におきまして、定例議会に１むに当た０て、この訂正、差し替踏の５いように十分に

点万をするよう指示はしているところでございます。し栗し５栗ら、このよう５こと栗

毎回以きているということは委解の財地、ございません。再度、この本会議０で議長の

ほう栗らこのケー５ルテ５５を説じて発言栗あ０たわけでございます栗ら、この議会議

０に出席している管理職栗深く受け止栗て、今後このよう５こと栗５いように、そうい

０た栗続ちを強く続０たというふうに私も確信をしておりますし、改栗て私どもとして

も栗を引き締栗て、定例会に１むに当た０ての資料点万、し０栗りとやるように、再度

強く指導をするものでございます。誠に栗し訳ございませんでした。

○議長（小寺 俊輔君） 今後、このよう５訂正栗５いように管理監督をお願いしておき

ます。

・ ・

○議長（小寺 俊輔君） 次の本会議は、３月６日午前９時再開とします。

本日はこれで散会します。どうも皆さん、お疲れさまでした。

午後３時２２分散会
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